
写真1１６００８０４（文京36次）調査Ⅶ区完掘（北から）

覆い、SK-802自体の埋土も黒褐色砂質土で、ほぼ共

通する。南北約70ｃｍ・東西約40cmの隅丸長方形で、深

さ約３cm・出土遺物はない。

（９）Ⅸ区（図29、写真125～127）

Ⅸ区は、共通教育管理棟北中庭南西隅部に設けられ

る検水槽に伴う調査区で、南側建物内部のＸ区に近接

する。南北約35ｍ、東西約4.5ｍ、面積約１４㎡を測る。

１２月１８日に表土掘削を行ったものの、既存汚水槽の撤

去に時間を要し、調査は年明けの１月13日から１５日に

持ち越した。

調査区内にはちょうど中央部に既存汚水槽があり、

これを撤去したところで、現地表下約220cmに達して

いた（写真125)。調査区内全域がなお流路内堆積であ

り、これをSR-901として、掘り下げを行った。南側

にやや傾斜した、上面標高が25.65～25.5ｍの薄い暗

紫灰色シルトが出土し、以下は砂篠層となった。工事

掘削深度の現地表下250cm、標高約25.35ｍまで掘り下

7３

Ⅱ2008年度の発掘調査

写真1１７００８０４（文京36次）調査Ⅶ区SR-701
（北東から）

写真1１８００８０４（文京36次）調査Ⅶ区ＳＲ－７０４．７０６
（北東から）

げたが、砂喋層が続く。安全を確認しながら、東壁際

で現地表下300cm、標高約24.85ｍまでさらに掘り下げ

たが、出土遺物はなく砂喋層が続く。なお、最下部の

砂喋層は、城北団地基本層序Ｖ層の可能性も残る（写

真１２６．１２７)。

（10）Ｘ区（図29、写真128～135）

Ｘ区は、共通教育管理棟中央棟の建物内部西寄北

側の３スパン分に設置されるピットに伴う調査区で

ある。スパン間の壁布基礎を残したままの調査で、３

ブロックに分断され、西からＸ区西、Ｘ区中、Ｘ区東

とした（写真135)。Ｘ区西が東西約22ｍ、南北約５５

ｍを測り、中と東は東西約3.8ｍ、南北約5.5ｍを測る。

結果、調査面積は54㎡・’２月１８日から調査を断続的に

行い、終了したのは年明け１月14日である。

いずれの区画でも、城北団地基本層序のＩ層とⅡ層

上部を重機と手作業で掘り下げ、中世以前にさかのぼ

る可能性が考えられたⅡ層下部は手作業で掘り下げ
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写真1１９００８０４（文京36次）調査Ⅷ区表土掘削後
（西から）

写真1２２００８０４（文京36次）調査Ⅷ区SR-801土器出
土状況１ （ 南 西 か ら）

§鶴綴

欝蕊
醗誘

写真1２３００８０４（文京36次）調査Ⅷ区SR-801土器出

土状況２ （南西から）

た。分層して手作業で掘り下げたⅡ層下部からは、弥

生土器から須恵器、中世の土師器までが出土してい

る。Ⅱ層下については、Ｘ区西区画の南部でⅣ層上面

が出土し、北側には流路内堆積が広がり、Ｘ区中区画

および東区画では、全面に流路内堆積が広がった。こ

れをSR-lOOlとして、各区画で掘り下げを行ったが、

基本的には工事掘削深度の現地表下180cmまでとし、

7５

Ⅱ2008年度の発掘調査

写真1２０００８０４（文京36次）調査Ⅷ区完掘（西から）

写真1２１００８０４（文京36次）調査Ⅷ区SR-801

（南西から）

写真1２４００８０４（文京36次）調査Ⅷ区東壁・南壁十層

（北西から）

それ以下は壁際での断ち割りに留めた。

Ｘ区西ほぼ南辺に平行したSR-1001の南岸を検出

し、それ以北の流路内堆積を掘り下げた。掘り下げを

行った厚さは約30cmで、北側上部に砂質シルトがある

が、以下は砂喋層である。砂喋層からは縄文土器（晩

期含む）や弥生土器から、中世に降る土師器小片が

出土している。現地表下180cm、標高約265ｍに達し、
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写真1２５００８０４（文京36次）調査Ⅸ区表±掘削後
（南から）

写真1２６００８０４（文京36次）調査Ⅸ区完掘（南から）

写真１２７００８０４(文京36次)調査Ⅸ区東壁土層(西から）

全面の掘り下げは停止した（写真128)。ただし、南端

の撹乱壁でⅣ層内に土壌化層を認め、西壁際南半の断

ち割りを行い土層の確認を行った。Ⅳ層自体、再堆積

により砂性が強く、浅黄色砂質土の上に土壌化した灰

褐色砂質土が北に傾斜･して認められたが、遺物は出土

していない（写真129)。

Ｘ区中Ⅱ層下全面にSR-lOO1が広がり、順次掘り

7７

Ⅱ2008年度の発掘調査

写真1２８００８０４（文京36次）調査Ｘ区西完掘（南から）

E唖
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写真1２９００８０４（文京36次）調査Ｘ区西西壁土層
（東から）

下げを行った。約50cm下げたところで、南辺に平行し

たSR-lOO1南岸が出土し、工事掘削深度にも達し、掘

り下げを停止した（写真130)。SR-1001は砂喋層を主

体とし、出土遺物には縄文土器、弥生土器、土師器が

ある。西区画同様、調査区南辺にほぼ平行する南岸を

認めた。南端の撹乱壁でⅣ層内に土壌化層を確認した

ため、東壁際で断ち割りを行い土層の確認を行った。



写真1３０００８０４（文京36次）調査Ｘ区中完掘（南から）

写真1３１００８０４（文京36次）調査Ｘ区中東壁士層
（南西から）

写真1３２００８０４（文京36次）調査Ｘ区中東壁土層採取
（西から）

7８

写真1３３００８０４（文京36次）調査Ｘ区東完掘（南から）

写真1３４００８０４（文京36次）調査Ｘ区東壁士層
（南西から）

写真1３５００８０４（文京36次）調査Ｘ区作業状況



沙

Ⅱ2008年度の発掘調査

砂喋層が厚く堆積するSR-1001は、底面が北側に傾斜

し、北端最深部で標高25.7ｍに達する。一方、それ以

南のⅣ層は、全体に北側に傾斜し、上部には砂性が強

い再堆積層がある。そして、その下に、土壌化した灰

黄褐色砂質シルトが５～10cmの厚さで、北側に傾斜

して堆積する。断ち割ったⅣ層からの出土遺物はない

(写真131)。なお、東壁土層のⅣ層について、土壌サ

ンプルを採取している（写真132)。

Ｘ区東中区画同様、Ⅱ層下全面にSR-lOO1が広が

る。順次掘り下げを進め、工事掘削深度の現地表下

160cm，標高約267ｍに達したが、なお全面でSR-lOOl

が続く（写真133)。東壁際で断ち割りを行ったとこ

ろ、断ち割り北半で、標高約25.9ｍでほぼ水平な、Ⅳ

層の広がる底面が出土した。上部のSR-lOO1の堆積に

も、北側から南側に落ち込む単位がここでは認められ

る（写真134)。SR-lOOl埋土は砂喋層を主体とし、出

土遺物には弥生土器、土師器、中世に降る土師器があ

る。
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（11）ＸＩ区（図30、写真136.137）

ＸＩ区は、共通教育管理棟中央棟の建物内部東寄北

側のｌスパン分に設置されるピットに伴う調査区。東

西約４ｍ，南北約5.4ｍを測り、面積は約21.6㎡である。

１月22日から27日に調査を行った。

表土層ならびに東部および南部の撹乱部分を重機

によって掘り下げを行ったが、現地表下約150cmまで

撹乱されており、調査区北西部の一画を中心に調査を

行った。重機掘削中、弥生時代中期の莞底部片が出土

したため周辺を精査したところ、遺物を含む未撹乱最

上層としての灰褐色土を確認し､以下をSR-llOlとし、

手掘り作業に切り替えた。

SR-llOl灰褐色土層下部からは、弥生時代中期の土

器・石器がまとまって出土した。拳大前後の円牒が、

土器と折り重なって出土しており、土器とともに放り

込まれたと考えられる（写真137)。灰褐色土以下を工

事掘削深度の現地表下145cmまで掘り進め、SR-llOl

埋土が灰黄褐色砂質シルト、灰白～褐灰色砂喋層、浅

黄色砂質土、褐灰色砂喋層と続くことを確認した。

調査の最終段階で、掘削予定深度以下のSR-1101堆

積状況を把握するため、調査区に西壁にそって幅70ｃｍ

の断ち割りを行った。標高2615ｍ前後で調査区全体

に灰色砂質土が出土し、中央部付近では灰色砂質土の

下部に堆積するにぶい黄色砂質土が出土した。にぶい

7９

黄色砂質土は、大別層序Ⅳ層に似た特徴をもつが、一

部のみの確認でⅣ層とは判断できなかった。現地表下

230cmまで掘り下げたが（写真136)、作業の安全を考

慮して調査を終了した。

図3000804（文京36次）調査ＸＩ．ＸⅦ区実測図
（縮尺1／100）

（12）ＸⅡ区（図31、写真138）

共通教育管理棟北中庭の南端に新設される排水桝に

伴う調査区のうち、東側の調査区がＸⅡ区である。東

西約１ｍ、南北約１５ｍで、面積約1.5㎡・調査は１月

22日と23日に行った。

Ｉ層を重機で掘り下げたところ、調査区中央南寄り

でヒューム管、北端にもヒューム管が東西方向に埋設

されていることを確認した。重機から手掘りに切り替

えてＩ層を掘り下げたところ、調査区東壁沿いに溝状

の撹乱部が南北にのびることを確認した。現地表面か

ら約70cm、Ｉ層直下で自然流路の最上面の堆積層であ

る褐灰色細砂層が現れ、これをSR-l201とした。工事
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赤色を帯びている。Ⅱ‐’一③層は灰オリーブ色粘質

シルト土で砂喋が混じる。

Ⅱ‐１‐③層直下で自然流路SR-1301が出土した。

SR-l301は２層に細分できる。SR-l301-①層は、小

喋が多く混じる灰オリーブ砂質土。上層のⅡ‐，‐③

層の潅概水の影響を受けて、マンガン．鉄分が沈着し

て黄色みを帯びる。SR-1301-②層は灰色砂篠層。粗

砂および0.5～20mm大ほどの篠から構成される。北壁

断面で見ると、現地表下１００cmまで続く。

全体は、工事掘削深度である現地表下90cmまで掘り

下げ（写真139)、遺物は撹乱層から弥生土器､土師器、

陶磁器などが出土している。

（13）ＸⅢ区（図31、写真139）

共通教育管理棟北中庭の南端に新設される排水桝に

伴う調査区のうち、中央部の調査区がＸⅢ区である。

東西約1.1ｍ、南北約１６ｍで、面積約1.7㎡・調査は１

月22日から26日に行った。

Ｉ層を重機で掘り下げ、現地表下40cmでⅡ層を検出

した。調査区の南北はヒューム管設置に伴って撹乱を

受けていたが、北壁は辛うじて残存し、Ⅱ層以下を手

掘りに切り替えて掘り下げていった。Ⅱ層は、３層に

細分でき、いずれも近代以降の水田層と考えられる。

Ⅱ‐１－①層は、団地造成以前の水田耕作土。灰オリー

ブ色シルト土で砂喋が混じる。Ⅱ‐１‐②層はⅡ‐１－

①層の床土層にあたり、マンガン・鉄分が沈着して黄

（14）ＸⅣ区（図31、写真140）

共通教育管理棟北中庭の南端に新設される排水桝に

伴う調査区のうち、西側の調査区がＸⅣ区である。東

西約１ｍ、南北約１５ｍで、面積約１５㎡・調査は１月

22日から26日に行った。

による掘削深度である現地表下90cmまで掘り下げ、細

砂層が続くことを確認している（写真138)。遺物はＩ

層から陶器片、土師器が出土したが、SR-l201からは

出土していない。
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Ｉ層を重機で掘り下げ、途中で手掘り作業に切り替

えて慎重に掘り下げを行った。工事計画掘削深度の現

地表下90cmまでＩ層が続く（写真140)。遺物は弥生土

器、土師器、青磁、瓦質土器などが出土している。

（15）ＸＶ区（図32、写真141）

共通教育管理棟南中庭外灯基礎工事に伴って設置し

た調査区で、南北約155ｍ、東西約1.8ｍ、面積約28㎡・

現地表下35cmまで重機により掘り下げ、Ⅱ層下でⅣ層

が出土し、上面を精査したところ、暗褐色土を埋土と
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図3200804（文京36次）調査ＸＶ．ＸⅥ区実測図（縮尺1/200,1/50）
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する遺構を検出した。土壌１基（SK-l503）と小穴２

基（SP-1501.1502）である。

一方、遺構が認められなかった調査区北部は、重機

により現地表下約１１０cmまで掘り下げ、壁面の精査を

行った。遺構は確認できなかったが、東壁で縄文土器

片が出土した。そこで、調査区南部のⅣ層上面検出遺

構の調査後、Ⅳ層を手作業により掘り下げた。最上部

のⅣ－１層は、下部のⅣ-2層上部が調査区北東部付近

で大きく落ち込んだ溜まり状の堆積で、微細砂から細

砂のラミナがあり、ここに縄文土器片が包含されてい

た。Ⅳ-2層は１cm大の篠が混じるにぶい黄色砂質シ

ルト。Ⅳ-3層はｌ～４cm大の篠が多く混じるにぶい

黄褐色砂質シルト。北壁ならびに東壁で、Ⅳ-2層中

に縄文土器片は含まれていないことを確認でき、以下

の掘り下げは停止した（写真141)。

SK-1503調査区南東隅で検出した土壌。SP-l501

に切られる｡埋土は暗褐色の砂喋混じりの砂質シルト。

炭化物が混じる。下部を中心にⅣ－１層の１cm大のブ

ロックが多く混じる。弥生土器小片が多く出土してい

る。

SP-1501径22cmの小穴。ＳＫ〒1503を切る。埋土

は灰褐色砂質土で明黄褐色砂質土の３cm大の丸いブ

ロックを含む。柱痕跡については確認できず、木の根

の可能性がある。弥生土器片が少量出土している。

SP-1502径２３～２５cmの楕円形を呈する柱穴。埋

土は灰褐色砂質土で明黄褐色砂質土の３cm大の丸いブ

ロックを含む。柱痕跡については確認できず、木の根

の可能性がある。遺物は出土していない。

（16）ＸⅥ区（図32、写真142）

共通教育管理棟南中庭外灯基礎工事に伴って設置し

た調査区で、南北1.55ｍ、東西約1.8ｍ、面積約2.8㎡・

工事計画掘削深度である現地表下140cmまで掘り下げ

たが、瓦喋を伴ったＩ層が続く（写真142)。遺物の出

土はない。

（17）ＸⅦ区（図30、写真71）

共通教育管理棟中央棟北側の排水析・管設置工事に

伴って設置した調査区。面積2.3㎡を測る。現地表下

１００cmまで掘り下げたが､瓦喋を伴ったＩ層が続く（写

真143)。遺物の出土はない。

8２

３調査成果のまとめ

今回の36次調査および2007年度の34次調査により、

共通教育管理棟周辺の遺跡の展開状況が把握できたこ

とになる。

まず、共通教育管理棟北半は、西流する自然河道

が大半を占める。３４次SR-401・’０１．９０１が本流にあ

たり、古代末から中世初めに埋没する。下流では１８次

SR-400.25次SR-301に連なり、埋没後には水田が開

かれている。これらの本流部の南側にも、中州状に

残ったⅣ層上面を挟んで、別の自然河道が西流する。

36次SR-801から34次SR-1001.36次SR-1101.36次SR

-lOOlである。ただ、３６次SR-801.36次SR-llOlは埋

没が弥生時代に収まるとみられるが、３４次SR-1001は

古墳時代初め、３６次SR-1001は古代末から中世初めに

降るらしく、埋没時期の異なる流路群が累重している

可能性がある。３６次Ⅵ区西部に広がる36次SR-601も、

これらの流路群から南側に拡張した一部とすることが

できよう。

一方、共通教育管理棟南半では、まず北東部にⅣ層

が高位で出土する微高地が残る。遺構も36次SC-612

や36次SD-605などが出土し、弥生時代の生活域が確

認できる北限の一端を知ることができる。

ところが、共通教育管理棟南中庭北東部の微高地の

南側には、また別の流路が西流する。まず、３６次SR－

５０２．３６次SR-701であるが、弥生時代前期に遡る可能

'性が高い。他方、３６次SR-506.36次SR-401.36次SR

-706と15次SR-06は、弥生時代中期後葉に埋没してい

る。

そして、これらの流路群の南側、共通教育管理棟南

棟周辺では、Ⅳ層が高位で安定して出土する微高地が

広がる。弥生時代中期後葉を中心とした遺構も、３６次

SC－１１６．１１７．１２３や36次SC-204、00802調査ＳＣ－９な

どが出士している。中庭北東部の微高地よりさらに遺

構も多く、南側に展開する弥生時代中期後葉の密集居

住域あるいは大型掘立柱建物を中心とした集落中枢域

からの広がりが、共通教育管理棟南棟周辺に及んでい

る可能性が高い。

なお、Ⅳ層以下の縄文時代遺跡については、３６次Ⅵ

区でⅣ層中から縄文土器の出土、３６次Ｘ区でⅣ層中に

土壌化層を一部認め、３６次ＸＶ区で遺構と遺物の出土

をみたに留まる。共通教育管理棟南東部では、Ｖ層が

高まりⅣ層の堆積が薄く、逆に南西部ではしまりのな

い砂喋層が厚く堆積しており、共通教育管理棟南部周
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写真1３９００８０４（文京36次）調査ＸⅢ区西壁土層
（東から）

Ⅱ2008年度の発掘調査

写真1４３００８０４（文京36次）調査ＸⅦ区完掘（北から）

可盈轟且

写真1３７００８０４（文京36次）調査ＸＩ区SR-1101遺物
出土状況（南西から）

写真1３６００８０４（文京36次）調査Ｘ工区完掘（南から）

写真1３８００８０４（文京36次）調査ＸⅡ区完掘（北から）

写真1４２００８０４（文京36次）調査ＸⅥ区完掘（南から）

8３

写真1４０００８０４（文京36次）調査ＸⅣ区北壁土層
（南から）

写真1４１００８０４（文京36次）調査ＸＶ区Ⅳ層上面遺構
完掘（北から）
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辺では、縄文時代遺跡が面的に広がる範囲は限定され

ていたと考えられる。

今後、本報告においては、各遺構とりわけ自然流路

Ⅱ2008年度の発掘調査

の埋没時期を確定し、時期別の詳細を明らかにしてい

くところである。

（吉田・三吉）

OO805城北団地総合研究棟（教育系）耐震改修その他工事に伴う調査

一文京遺跡３７次調査一

調査地点

調査面積

調査期間

調査種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

282.4㎡

2008年１０月１日～１１月18日

本格調査

三吉秀充・田崎博之

施設基盤部長発事務連絡

（平成20年５月７日付）

１調査にいたる経緯

教育学部本館南棟南側と東棟東側に耐震補強工事を

行うこととなった。これに伴って教育学部本館関連の

設備配管改修や周辺環境整備などが計画された。

周辺における既往調査（99602-6,99902-11～17,

00513-2等）により埋蔵文化財の存在を確認していた

が、詳細な情報が不足していた。そこで、教育学部本

館建築時の余掘り範囲を特定し、埋蔵文化財の具体的

な状況を確認するために、2008年５月、試掘調査を実

施した（調査番号：00801)。

その結果、工事による埋蔵文化財への影響が予想さ

れるＩ～Ⅵ区について調査を行うこととした。調査区

設定の詳細は以下の通りである。

Ｉ．Ⅱ区は、教育学部本館建物内東側ピットエ事

地点である。教育学部本館建物内ピットについては、

建物内部の状況が未確認で、2007年度に実施した文京

遺跡34次調査においては、共通教育棟建物内側にも埋

蔵文化財が残っていることを確認していた。そこで、

建物内ピット部分の内、北側をＩ区、南側をⅡ区と

した。Ｉ区の調査面積は35.4㎡、Ⅱ区の調査面積は３４

㎡である。Ⅲ区は、教育学部本館東側の電気引込工事

地点である。調査面積は25㎡である。Ⅳ区は、教育

学部本館東側入り口南側の階段基礎工事地点である。

調査面積は10㎡である。Ｖ区は、教育学部本館南側

の耐震補強基礎工事地点を調査区とした。調査面積

8５

は174㎡である。Ⅵ区は、教育学部本館南棟北側の排

水管埋設工事地点である。調査面積は４㎡である（図

34)。

土木工事届、発掘調査届等の所要の届出を行い、発

掘調査届の通知を待って、2008年10月１日から発掘調

査に着手した。

２調査の記録

（１）基本層序

今回の調査では、城北団地で設定している基本層序

Ｉ～Ｖ層を確認した。各基本層序の特徴は以下の通り

である。

Ｉ層は表土層である。

Ⅱ層は、造成以前の灰色系の近世～近代の水田層で

ある。下部には鉄・マンガン分の沈着する床土層がみ

られる。

Ⅲ層は、弥生時代～古墳時代の遺構・遺物を包含す

る黒色～暗褐色系の土層である。

Ⅳ層は、黄褐色系のシルトー砂質士層である。縄文

時代の遺構・遺物を包含する。特に、Ｖ区では、Ⅳ層

をⅣ－１層～Ⅳ－３層に細分している。Ⅳ－１層は黄褐

色シルトで、遺物を含んでいる。Ⅳ－２層は黄白色細

砂層で、シルトが若干混じり、ｌ～２mm大の砂喋が混

じる。遺物は含まない。Ⅳ‐３層は浅黄色～灰黄色細

砂層で､遺物は含まない。Ｖ区の東部で確認している。

Ｖ層は、Ⅳ層下の花闇岩を主体とする砂喋あるいは

牒層である。文京遺跡37次調査区内では、Ｖ区の東部

で確認している。褐灰色砂牒層で、１mm大未満の砂質

土と５ｍ大未満の円喋からなる。

なお、発掘調査では80基の遺構を検出している。遺

構の一覧は、表９のとおりである。

（２）Ｉ区（図35、写真144.145）

建物内ピット部のうち北側をＩ区として調査を行っ

た。東西６ｍ、南北5.9ｍの調査区である（図35)。



２

重機で瓦篠を伴った表土層である基本層序Ｉ層、近

現代以前の水田層であるⅡ層を取り除くと、コンク

リート土間レベルから約１ｍ下の標高27.80ｍ付近で、

灰色粗砂層・砂牒層が調査区の中央部に広がることを

確認した。溝あるいは自然流路の埋土である可能性が

高いことから、調査区全体を一旦27.80ｍの高さまで

掘り下げて精査を行った。その結果、調査区の東側を

のぞく南・西・北側は、建物の建設時の掘削によって

すでに遺跡が破壊されているものの、調査区の中央部

東西52ｍ、南北26ｍ部分は破壊されていないことを

確認した。さらに、遺跡が残存する地点の精査を行っ

たところ、南東から北西方向にのびるＳＤ－ｌと、ＳＤ－

ｌが掘り込まれた基盤に当たる砂喋層を確認した（写

真144)。この砂喋層は東から西に向かって堆積する河

川堆積層で､SR-l3の遺構名を付与することとした(写

真145)。

ＳＤ－１残存部最大幅２ｍ、最深部で40cmを測る

8６

１

４

１

１

４

遺構は出土していない。

表９００８０５（文京37次）調査出土遺構一覧
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図3400805（文京37次）調査調査地点位置図（縮尺1/500）
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南東から南西にのびる溝である。最上層には灰色粗砂

層である①層が堆積する。古代～中世の土師器が出土

した。その下部には、小喋が混じる粗細砂層の②層が

溝全面を覆うように堆積する。部分的に褐色砂質士の

ラミナがみられ、層全体としては暗色を帯びる。③層

は、②層に挟まる砂篠からなるラミナで、ｌ～３cm大

の円喋を主体とする砂喋層である。南東の溝底には、

小喋・粗砂からなる砂篠層である④層が部分的に広が

る。粗砂のラミナが見られ、暗褐色の砂質土が混じる

ので、ＳＤ‐ｌの埋土の一部と判断した。①層からは古

代～中世の土師器、②層の最下部の溝底からも、同時

期の土師器塊が出土している。

SR-13東から西に向かって堆積する河川堆積の

砂喋層から構成される。１cm大～拳大の円牒が混じ

り、粗砂とともにラミナを発達させている。ＳＤ－１の

埋土とは、暗褐色砂質土が混じらないこと、ラミナが

堆積する方向が異なることから、一連の砂喋堆積とし

て、ＳＲ－ｌ３とした。

（３）Ⅱ区（図３６．写真146～149）

建物内ピット部のうち南側をⅡ区として調査を行っ

た。東西6.8ｍ、南北５ｍの調査区である（図36)。

重機で瓦喋を伴った表土層である基本層序Ｉ層、近

現代以前の水田層であるⅡ層を取り除くと、コンク

リート土間レベルから約１ｍ下の27.90ｍ付近で、褐

色砂喋からなる基本層序Ⅲ層があらわれた。調査区中

央部の東西約７ｍ、南北約３ｍの範囲を除く四周は建

物建設時の掘削により破壊を受けている。

Ⅲ層は約１０cm堆積しており、手掘りで精査し、直下

の小喋が混じるにぶい黄褐色シルト質砂層の上面で、

土塘４基（ＳＫ－２～５)、柱穴・小穴21基（SP-6～

26）を確認した（写真146)。以下では、土壌SK-2～

５と立柱痕跡を確認できたSP‐６．７について報告す

る（写真147)。

ＳＫ－２円形もしくは長円形の土壌である。西半部

を撹乱で破壊されている。残存長で約１ｍを測る。深

度は約11cm・埋土は粗砂を主とする褐色砂質土で、埋

土中には５cm大の花商岩・砂岩の円喋・亜円喫が多く

詰まっている。

ＳＫ－３隅丸方形の小型土壌で、南半部を撹乱で破

壊されている。残存長で約80cm,深度は約６cmを測る。

SP-l5に切られる。埋土は褐色砂質土で、粗砂を主体

として小喋が混じる。
、
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ＳＫ－４隅丸方形の掘り形をもつ残存長約85cmの

小型の土壌である。北西部を撹乱で破壊されている。

SP-16に切られている。撹乱壁面でみると、底面はす

り鉢状を呈していたが、実際に精査すると、東半部は

深さ１cmほどしかなく、西半部のみが５cmほどの深さ

で、東から西に向かって底面が急に落ち込むことを

確認できた。埋土は粗砂を主とする褐色砂質土で、小

篠が多く混じる。部分的ににぶい黄褐色砂質土が混じ

る。

ＳＫ－５調査区東部に位置する。長径63cm、短径

52cm、深度約８cmを測る長円形の小型の土墳である。

SP-22に切られる。浅い皿状の掘り形である。埋土は

褐色砂喋を主として、粗砂や１～５mm大の小円篠が多

く混じる。

ＳＰ－６長径53cm、短径45cmを測る長楕円形の掘り

形をもち、掘り形の南西にやや偏った位置で１４×１８ｃｍ

の立柱痕跡を確認した。立柱痕跡にあたる①層は小牒

が多く混じる暗褐色砂質土である。掘り形埋土の②層

も粗砂を主とする褐色砂質土である。底面に小さな凹

凸がみられる（写真148)。

ＳＰ－７不整円形の掘り形をもち、長径46cm、短径

43cmを測る。掘り形の南西寄りで17×１８cmの立柱痕跡

を確認した。立柱痕跡である①層は、暗褐色砂質土で

ある。掘り形埋土の②層は褐色砂質士である。①．②

層ともに粗砂を主体とし、小喋が多く混じる。土色に

よって①層と②層を区分した。底面には小さな凹凸が

ある（写真149)。

（４）Ⅲ区（図37、写真150.151）

教育学部本館東南部建物内ピットおよび電気引き込

み工事地点に設けた東西約25ｍ、南北１ｍの調査区で

ある。Ⅲ区東端でSK-29が出土した（写真150)。

SK-29大部分を撹乱きれ、東端は側溝で調査で

きなかった。埋土は、粗砂主体の暗褐色砂質土層で、

上半部には３～５cm大の肩平な円喋が多く混じる。上

半部の土質はⅢ層と共通し、土壌が凹み状態となっ

た時点で、Ⅲ層が流れ込み再堆積したものと考えられ

る。弥生時代の土壌である（写真151)。

（５）Ⅳ区（図37、写真152.153）

教育学部本館東南部の階段および花壇基礎工事に

伴って設けた調査区である。南端で東西にのびる溝

SD-27が出土した（写真152)。
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ＳＤ－２７Ⅳ層上面で粗砂からなる遺構が出土した。

Ⅲ層中から掘り込まれている。しかし、Ⅳ区は調査区

が狭い上に、頭上に足場が組まれていることから、重

機で表土剥ぎを行う際にⅣ層上面を５～10cm削りす

ぎてしまった。そのため、SD-27の北側の肩は平面図

の掘り形ラインよりも北へ広がる。南側の肩部は調査

区外にある。粗砂で埋積され､上部に堆積する④層は、

Ⅲ層の褐色土と共通する。下部の⑤層はラミナが発達

する粗砂からなる（写真153)。

(6)Ｖ区（図３８．３９、写真154～176）

教育学部本館の南側の耐震補強基礎工事地点に設け

た南北約３ｍ，東西約58ｍの調査区である。

調査では、調査区南東部に任意の基準点Ｏを設定し、

調査区東西主軸に沿って任意の基準軸を設定した。基

Ⅱ区

Ｘ＝９４１９５

｜Y~6715．

/’
-｢‐

、

Ｌ一

Ｘ＝９４１ ｇｏ
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準点Ｏから西に５ｍごとに、Ｖ－①区、Ｖ－②区、Ｖ‐

③区、……Ｖ－⑪区、Ｖ－⑫区の計12区の区割設定

に基づいて、遺物の取り上げを行った。なお、任意の

測量基準点には、調査期間中に大学構内に設置してい

る測量基準点から測量を行い、平面直角座標系（第Ⅳ

系）に対応できるようにしている。

Ｖ区では、Ⅲ層上面検出遺構、Ⅳ層上面検出遺構、

Ⅳ層中検出遺構の３面の遺構面を検出した（図38.

39)。

１）Ⅲ層上面検出遺構

重機を用いてＩ。Ⅱ層除去後（写真154)、Ⅲ層上面

を掘り込む自然流路SR-31とSR-32を検出した（写真

155)。さらに、調査段階では、SR-32の一部として認

識していた溝を、整理過程で、ＳＤ－７４．７５．７８として、

SR-32から分離した。また、調査段階では、Ⅳ層上面

ＳＰ－６

ｍＬ①－Ｅ28.00ｍ

l予戸

1Ｙ=-６７１５０

柱

」

二番7一巡2鼠｡｡”

~可
図3600805（文京37次）調査Ⅱ区実測図（縮尺1/50）
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写真1４４００８０５（文京37次）調査Ｉ区表土掘削後
（東から）

写真1４６００８０５（文京37次）調査Ⅱ区遺構検出

（東から）

写真1４８００８０５（文京37次）調査Ⅱ区SP-6土層

（南東から）

写真1５０００８０５（文京37次）調査、灰完掘（東から）

9０

写真1４５００８０５（文京37次）調査Ｉ区完掘（東から）

鏡癖蒋･“‘

尾

写真1４７００８０５（文京37次）調査Ⅱ区完掘（東から）

写真1４９００８０５（文京37次）調査Ⅱ区SP-7土層

（北西から）

写真1５１００８０５（文京37次）調査Ⅲ区SK-29
（南東から）





写真1５２００８０５（文京37次）調査Ⅳ区完掘（北から）

検出遺構として認識していたSD-33をⅢ層上面検出遺

構とした（図38上)。

SR-31V-⑩～⑫区で検出した自然流路である。

検出面における河幅は東西約１２ｍを測り、南北方向に

水が流れていたと考えられる。出土遺物には、弥生土

器・土師器・須恵器などの破片が見られる。これら

の出土遺物から古代の自然流路と考えられる（写真

156)。

SR-32V-⑦．③区で検出した自然流路である。

検出面における河幅は、東西約８ｍを測り、南北方向

に水が流れていたと考えられる。調査区南壁土層の観

察で、SR-32の流水がオーバーフローしたと考えられ

る堆積層が、SR-32の東部に展開していることを確認

している。出土遺物は、弥生土器・土師器・須恵器片

が出土しており、古代の自然流路と考えられる（写真

157)。

ＳＤ－３３調査区東部Ｖ－②．③区で出土した溝で、

南北方向にのびる。Ⅳ層上面で検出したが、整理段階

で、Ⅲ層上面検出遺構とした。溝幅は約37ｍ、深さ

は約30cmを測る。溝とするには幅が広いこと、溝の底

面は、ほぼ水平であることから竪穴式住居跡である可

能性も残されているが、調査範囲が限られていること

から、可能性の指摘だけにとどめておく。SC-36を切

る。溝の中央は、近現代の撹乱によって欠損する。埋

土は３層からなる。SD-33-①層は褐灰色砂質土で、

３mm大未満の砂喋を少量含む。SD-33-②層は褐灰色

砂質土で２～30mm大の円牒を多く含む。SD-33-③層

は暗灰黄色砂質土で、１cm大の円喋を少量含む。出土

遺物は、弥生土器の小片・細片が中心であるが、古墳

時代後期の土師器片が１点見られることから、古墳時

代後期以降の溝と考えられる。
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Ⅱ2008年度の発掘調査

写真1５３００８０５（文京37次）調査Ⅳ区東壁土層
（西から）

ＳＤ－７４Ｖ－③区で検出した溝である。当初SR-32

の一部として、掘り下げを行っていたが、調査区南壁

の精査ならびに床面の精査により、SR-32から分離し

た。検出幅は最大部で約１２ｍを測る。SD-74として

取り上げた遺物はない。SR-32の下部に位置すること

から、古代以前の溝と考えられる。

SD-75V-③区で検出した溝である。当初SR-32

の一部として、掘り下げを行っていたが、調査区南壁

の精査ならびに床面の精査により、SR-32から分離し

た。検出幅は約80cmを測る。SD-75として取り上げた

遺物はない。SR-32に切り込まれていることから、古

代以前の溝と考えられる。

ＳＤ－７８Ｖ－⑧区で検出した溝である。当初SR-32

の一部として、掘り下げを行っていたが、調査区南壁

の精査ならびに床面の精査により、SR-32から分離し

た。SD-78として取り上げた遺物はない。SR-32とし

て取り上げた遺物の中に一部混在している。SR-32の

下部に位置し、SD-74に切り込まれていることから、

古代以前の溝と考えられる。

２）Ⅲ層中検出遺構。Ⅳ層上面検出遣構

Ⅲ層上面検出遺構の調査終了後、Ⅲ層の掘り下げを

行い、Ⅲ層中やⅣ層上面で遺構を検出した。検出した

遺構は、竪穴式住居跡４棟（SC-34～３６．４１)、土壌２

基（SK－３７．６３)、溝８条（SD-38～４０．４３．６０．６７～

69)、性格不明の遺構４基（SX-71～７３．７７)、柱穴・

小穴18基（SP-44～55.58.59.62.64～66）である（図

38上、写真158)。

SC-34調査区中央部Ｖ－⑥区で出土した竪穴式住

居跡である。残存する形状から、平面プランは、ｌ辺

４ｍ以上の方形あるいは隅丸方形を呈すると考えられ

る。埋土は、にぶい黄褐色砂質土である。下部は、砂



h,

精査したが、柱穴などは出土しなかった（写真164)。

時期を特定できる遺物は出土していない。

SC-36調査区東部Ｖ－①．②区で出土した竪穴式

住居跡である。SK-63を切り、ＳＤ－３３・SD-60に切ら

れる。SC-36埋土は､Ⅲ層の一部として掘り下げを行っ

ている。調査区南壁で確認したSC-36の掘り形の深さ

は30cmを測る。西側は、SD-33に切られており、掘り

形は確認できていない。東側では掘り形を確認してお

り、方形竪穴式住居跡のコーナー部を確認した。床面

が水平であることから竪穴式住居跡と考えた。埋土は

h
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ｔ

質シルトで２～３mm大の砂篠や１cm大の円喋を少量含

む。床面中央部は落ち込む。床面を精査したが、柱穴

などは検出できなかった（写真163)。遺物は弥生土器

の細片が少量出土している。

ＳＣ－３５調査区東部Ｖ－④．⑤区で出土した竪穴式

住居跡である。残存状況から１辺４ｍ前後と考えられ

る。ＳP－５１．５２を切り、SP-62に切られる。埋土は、

灰黄褐色砂質土で明黄褐色土の丸いブロックを少量含

んでいる。２mm大未満の砂喋を多く含んでいる。また

１～１０mm大の円喋・砂喋を多く含んでいる。床面を

写真1５５００８０５（文京37次）調査Ｖ区Ⅲ層上面遺構完

掘 （東から）
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写真1５７００８０５（文京37次）調査Ｖ区SR-32（東から）

写真1５４００８０５（文京37次）調査Ｖ区表土掘削後

（東から）
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写真1５６００８０５（文京37次）調査Ｖ区SR-31
（北西から）
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暗褐色砂質土で３cm大未満の円喋を含んでいる。床面

でSP-64～６６の小穴を検出したが、柱痕跡は確認で

きなかった。埋土中から弥生土器片が少量出土してい

るが、詳細な時期を示すものは少ない。弥生時代中期

後葉～後期初頭に位置づけられるSD-60に切られるこ

とから、同時期以前の竪穴式住居跡と考えられる（写

真159)。

SC-41調査区東部Ｖ－④区で出土した竪穴式住居

跡である。遺構検出時は、１辺3.5ｍ以上の規模を想

定していたが、遺構埋土を掘り進めた結果、１辺約２５

ｍの不定形の竪穴式住居跡であることを確認した。埋

土は、灰黄褐色砂質士で明黄褐色土の丸いブロックを

少量含み、２mm大未満の砂喋を含んでいる。SC-35等

に比べて、砂喋の量は少ないが、３cm大の円喋などが

見られる。床面を精査したが、主柱穴となるような柱

穴は出土しなかった。遺物は、弥生土器片が少量出土

しているが、詳細な年代を示すものはない。SC-35、

SP-51～55に切られる。

SK-37調査区中央部Ｖ－⑤区、調査区南壁に接し

て出土した土壌である。深さ約20cmを測る。埋土は、

灰褐色砂質土で砂喋は含まない。下部は少し粘性が強

くなり、砂質シルトとなる。出土遺物は、弥生土器あ

るいは土師器の微細片が１点出土している。

SK-63調査区東部Ｖ‐①区で出土した土壌であ

る。調査区南壁に接して検出した。出土遺物は弥生土

器小片が１点出土しているのみである。埋土は、灰黄

褐色砂質土で、３mm大未満の砂篠を多く含んでいる。

SC-36に切られることから、弥生時代中期後葉～後期

初頭以前の遺構と考えられる。

SD-38調査区中央部Ｖ‐⑤区で出土した南東方

向から北西方向にのびる溝である。調査区南壁土層

で確認した溝幅は55cm，深さ約８cmを測る。埋土は、

灰白色砂質土。灰褐色シルトのブロックを含む。溝

の底部近くでは、３cm大の円牒を含んでいる（写真

162)。

SD-39調査区東部Ｖ－③．④区で出土した溝であ

る。埋土は、灰白色砂質土である。２～３cm大の円牒

を含んでいる（写真161)。

SD-40調査区東部Ｖ－③．④区で出土した東西方

向に流れる溝である。埋土は、灰白色砂質土である。

２～３cm大の円篠を含んでいる。

SD-43調査区中央部Ｖ－⑤区で出土した溝の一部

である。SD-38に切られる。埋士は、暗褐色砂質シル

9９
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トで２mm大未満の砂喋を多く含む。遺物は出土してい

ない。

SD-60調査区東部Ｖ－②区で出土した溝である。

SC-36埋土を掘り下げ中に、弥生時代中期の蕊や石器

など、比較的大きな遺物がまとまって出土した。そこ

で、SC-36埋土の掘り下げを一旦停止し、遺構精査を

行った結果、SC-36を切り込むSD-60を検出した。SC

-36埋土およびⅢ層中には、本来SD-60埋土中の遺物

が混入している。SD-60は南北方向にのびる溝で、溝

幅は最大で約95cm、溝の深さは約35cmを測る。埋土は

２層からなる。SD-60-①層は、灰黄褐色砂質土で､’

２～５mm大の砂喋を含む。SD-60-②層は、褐灰色砂

質土である。出土遺物は、主に溝底から15cm以上浮い

た状態で出土している。出土した遺物の多くは、弥生

土器の小片であるが、弥生時代中期後葉～後期初頭の

ミニチュアの莞なども出土している。溝の時期も、弥

生時代中期後葉～後期初頭と考えられる（写真160)。

SD-67調査区東部Ｖ－③区で出土した、南北方向

にのびる溝である。東側をSD-33に切られている。埋

土は、灰白色砂質土で２～30mm大の円喋を含んでい

る。

ＳＤ－６８調査区東部Ｖ－③区で出土した、南北方向

にのびる溝である。当初SD-43として掘り下げを行っ

ていたが、遺構番号が重複したためSD-68に振り替え

た。SD-67との切り合い関係は不明である。埋土は、

灰白色砂質土で２～30mm大の円喋を含んでいる。

SD-69調査区東部Ｖ－③区で出土した溝である。

溝の明確な掘り形はおえず、調査区南壁土層の精査中

に幅30cmの溝であることを確認した。埋士は、灰白色

砂質土で２～３cm大の円喋を含んでいる。

SD-70調査区東部Ｖ－④区で出土した溝である。

埋土は、灰白色砂質土で２～３cm大の円喋を含んでい

る。SD-39に隣接し、埋土も共通することからSD-39

の一部と考えられる。

SX-71調査区東部Ｖ－④区の調査区南壁で検出し

た性格不明遺構である。SD-39の下部に位置する落ち

込み状の遺構である。埋土は、灰褐色砂質土で５mm大

未満の砂喋を含む。

SX-72調査区東部Ｖ－④区の調査区南壁で検出し

た性格不明遺構である。SX-71同様に落ち込み状の遺

構で、平面では確認できていない。埋土は、灰褐色砂

質土で５mm大未満の砂喋を含む。

SX-73調査区東部Ｖ－④区の調査区南壁で検出し
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写真1６４００８０５（文京37次）調査Ｖ区ＳＣ－３５（東から）
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写真1５９００８０５（文京37次）調査Ｖ区ＳＣ－３６（東から）

写真1５８００８０５（文京37次）調査Ｖ区Ⅳ層上面遺構完
掘（東から）
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写真1６３００８０５（文京37次）調査Ｖ区ＳＣ－３４（東から）
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写真１６１００８０５(文京37次)調査Ｖ区ＳＤ３９(北西から）

写真1６０００８０５（文京37次）調査Ｖ区ＳＤ－６０（東から）

写真１６２００８０５(文京37次)調査Ｖ区ＳＤ－３８(北西から）



た‘性格不明の落ち込み状の遺構である。埋土は、灰黄

色砂質土で１mm大未満の白色粒を少量含む。

SX-77調査区中央部Ｖ－⑤区の調査区南壁で検出

した'性格不明遺構である。平面では確認できずに、調

査区南壁の精査中に確認した落ち込み状の遺構であ

る。埋土は灰黄褐色砂質シルトで、１mm大未満の白色

粒を含む。

３）Ⅳ層中検出遺構

Ⅲ層上面で検出したSR-31遺構調査の際、周辺精査

中に、調査区西端のＶ－⑫区で縄文時代後期の遺構で

あるSK-101を検出した。調査区全体に縄文時代の遺

構が展開することが予想されたため、ｖ－①～⑨区に

おいて、調査区南壁に沿って幅40cmの先行トレンチを

設けてⅣ層の調査を行った。先行トレンチにおける調

査では、Ｖ－⑤区・Ｖ－⑦区～Ｖ－⑫区において、縄文

時代後期と考えられる遺物や炭化物片が出土したこと

から、Ⅳ-1層を面的に掘り下げた。その結果、縄文

時代後期と考えられるSK-lOl、SP-lO2～lO9を検出

した（写真166～174)。また、遺構としての掘り形な

どは検出できなかったが、Ｖ－⑤区・Ｖ－⑦区、Ｖ－⑨

区・Ｖ－⑩区では、縄文時代後期の土器片や石器など

が散発的に出土している（写真１７５．１７６)。炭化物や

焼土塊が集中する地点などは見られなかった(図38下、

写真165)。

SK-101V区西端のＶ－⑫区で出土した土壌であ

る。埋士は①層と②層の上下２層に分層できる。①層

は、ｌｍ大ほど砂粒が混じるにぶい黄燈色のシルト質

土である。マンガンの結核が見られるので、全体にオ

レンジ色を帯びる。炭化物、焼土塊が多く混じる。②

層はｌ～２ｍ大の砂喋混じりのにぶい黄褐色砂質土

で、部分的にシルト質を帯びる。①層と比べて、炭化

物・焼土塊の量は少なくなる（写真166.167)。

SP-102V-⑩区で検出した径40～45cmを測る小

穴である。Ⅳ－２層上面で検出した。埋土はにぶい黄

褐色シルト質土で、若干砂質を帯びる。炭化物片が出

土している（写真168)。

SP-103V-⑨区で検出した径37～39cmを測る不
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定形の小穴である。Ⅳ－２層上面で検出した。埋土は

にぶい黄褐色シルト質土で、若干砂質を帯びる。埋土

中から炭化物小片が出土した（写真169)。

（７）Ⅵ区

教育学部本館北側の東棟と南棟とが接する地点で、

排水管設置工事を行うこととなった。工事計画では、

掘削深度60cmであり、遺跡へ影響が及ぶことからⅥ区

として南北1.6ｍ、東西2.5ｍの調査区を設定し、調査

を行った。

重機を用いて現地表下約94cmまで掘り下げを行い、

造成土が続いていることを確認した。このことから、

排水管設置工事は、既設の配管および教育学部本館建

設時の余掘りの範囲内に収まるものと判断し、記録を

行った後、Ⅵ区の調査を終了した（写真177)。

３調査のまとめ

今回の調査では、教育学部本館東部～南部を中心と

して、Ｉ～Ⅵ区の６箇所の調査区で調査を行った。建

物余掘り内で遺跡が破壊を受けていたⅥ区を除いて、

Ｉ～Ｖ区の各所で弥生時代～古代の自然流路・溝、弥

生時代の竪穴式住居跡・土壌、縄文時代後期の土塘を

確認できた。

その中でも、縄文時代後期の遺構は、周辺ではこれ

まで知られていなかったものである。文京遺跡37次調

査区周辺では、縄文時代中期～後期の遺物出土事例も

知られていることから、周辺に集落域が展開している

可能性が高い。弥生時代になると、竪穴式住居跡４棟

や多数の土墳、柱穴・小穴が出土しており、引き続き

集落域として利用されていたことがうかがえる。その

後、古代以降には、自然流路や溝が展開し、中世～近

世には、水田として利用されている。今回の発掘調査

は、教育学部本館周辺における最初の本格的な調査で

もあり、地形環境や土地利用のあり方など新データを

得ることができた。

（田崎・三吉）



写真1６５００８０５（文京37次）調査Ｖ区完掘（東から）

写真１６８００８０５(文京37次)調査Ｖ区ＳＰ－１０２(南から）

写真1７０００８０５（文京37次）調査Ｖ区SP-104土居

（北から）
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写真1６６００８０５（文京37次）調査Ｖ区SK-101遺物出

土状況（北東から）

写真1６７００８０５（文京37次）調査Ｖ区ＳＫ－１０１

（北東から）

写真１６９００８０５(文京37次)調査Ｖ区ＳＰ－１０３(南から）

写真1７１００８０５（文京37次）調査Ｖ区SP-105±層

（北から）



写真1７２００８０５（文京37次）調査Ｖ区SP-107±層
（北から）

写真1７４００８０５（文京37次）調査Ｖ区SP-109土層

（北から）

写真1７６００８０５（文京37次）調査Ｖ－⑤区Ⅳ層遺物出土
状況（北西から）
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写真1７３００８０５（文京37次）調査Ｖ区SP-108土層

（北から）

写真1７５００８０５（文京37次）調査Ｖ－⑨．⑩区Ⅳ層遺物

出土状況（西から）

写真1７７００８０５（文京37次）調査Ⅵ区完掘（北東から）
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調査地点 松山市道後樋又'０番13号

愛媛大学城北団地本部構内

19.7㎡

2008年11月27日

工事立会

三吉秀充

宮崎直栄・漬田美加

の計８回におよぶ小規模調査を実施し、埋蔵文化財の

記録・保護に努めてきた。

2008年11月下旬、本部構内で車庫と倉庫取設に伴い

掘削工事が行われることになったが、工事を実施する

施設基盤部から、調査依頼ならびに工事内容に関する

具体的な提示が行われなかった。そこで埋蔵文化財調

査室は、工事による埋蔵文化財への影響を判断できな

いことから、工事立会を実施した。

調査面積

調査期間

調査種別

調査担当

調査補助

１調査にいたる経緯

埋蔵文化財調査室は、本部構内でこれまでに試掘調

査１件（調査番号:99502)､立会調査７件（調査番号：

99510.99512.99704.99914．00107.00401.00506）

２調査の記録

調査は、本部管理棟の北西部と北東部の２地点で実

施した（図４０．４１)。車庫設置に伴う北西部の工事は、
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２トレンチ

、

３トレンチ29.50ｍ

29.00ｍ

-'二r雪

５トレンチ西壁

、

5ｍ

図4100806調査平面図および士層柱状図（縮尺1／１００，１/40）
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南北2,7ｍ、東西21ｍにわたってアスファルト舗装を

剥がし、柱の基礎設置のため四隅に、南北0.5ｍ、東

西07ｍ、深さ60cmの掘り込みを行うという内容であっ

た。この柱の基礎設置部の４ヶ所に対して、北西部を

１トレンチ、北東部を２トレンチ、南東部を３トレン

チ、南西部を４トレンチとして調査を行った。なお、

３トレンチでは工事による埋蔵文化財への影響を考え

る基礎データ収集を目的として、大別層位Ⅳ層まで検

（１）１トレンチ（写真179）

現地表下60cmまで掘り下げたが、砂利や真砂土から

なる大別層位Ｉ層が続いた。出土遺物はない。

匡'

出を行った（写真178)。倉庫設置に伴う北東部の工事

は、現地表下25cmまで掘り下げを行うものであり、５

トレンチとした。

写真17800806調査北西部全景（南東から） 写真17900806調査１トレンチ東壁土層（西から）

1０６

写真18200806調査４トレンチ東壁土層（西から）写真18100806調査３トレンチ東壁土層（西から）
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写真18000806調査２トレンチ東壁土層（西から）



（２）２トレンチ（写真180）

現地表下70cmまで掘り下げたが、砂利や真砂土から

なる大別層位Ｉ層が続き、出土遺物はない。

（３）３１､レンチ（写真181）

現地表下50cmまでアスファルト・砂利・真砂土から

なる１－１層が続く。直下にオリーブ灰色シルト質土

のブロックや明黄褐色シルト質土のブロックを主体と

して、真砂土が混じる１－２層となる。１－２層を構

成するオリーブ灰色シルト質土は大別層位Ⅱ層、明黄

褐色シルト質土は大別層位Ⅳ層に由来すると考えられ

る。なお’－２層のオリーブ灰色シルト質土ブロック

中から、中近世土師器小片･細片６点が出土しており、

本来Ⅱ層に伴う遺物と推測される。１－２層直下、現

地表下140cmでⅣ層が出土した。Ⅳ層は、明黄褐色砂

質シルトで、しまりがある。１－２層中に見られた明

黄褐色土に比べて砂質が強い。鉄・マンガン分の沈着

が認められる。

（４）４トレンチ（写真182）

現地表下60cmまで掘り下げたがく砂利や真砂土から

なる大別層位Ｉ層が続く。出土遺物は見られない。

（５）５トレンチ（写真183.184）

倉庫設置地点に雨水管ならびに雨水管に伴う析があ

ることから、これらの施設を一度除去した後、倉庫設

置地点西側に新しく設置することとなった。雨水管な

らびに析の再設置に伴って、最深部で現地表下75cmま

で掘り下げを行ったが、既存管路設置に伴う掘り返し

範囲内であり､埋蔵文化財への影響はないと判断した。

写真18300806調査５トレンチ全景（南東から）

1０７

Ⅱ2008年度の発掘調査

３調査後の対応

調査記録を作成し、慎重工事を依頼し、調査を終え

た。

４調査の成果

今回の調査では、城北団地本部構内における埋蔵文

化財の状況を知る上での重要なデータを得ることがで

きた。

３トレンチでは、現地表下140cmでⅣ層が出土した。

周辺におけるⅣ層の出土状況を見ると、Ｉ区から束に

約20ｍの地点で行った00107調査２トレンチでは、現

地表下115cmで縄文時代後期以前の遺物包含層と考え

られる大別層位Ⅳ層が出土している。北へ約１０ｍの地

点で行った99502調査４トレンチでは、現地表下125ｃｍ

でⅣ層が出土している。３トレンチで出土したⅣ層レ

ベルは周辺より１５～２５cm低いことがわかる。そして、

３トレンチ１－２層の構成土に注目すると、大別層位

Ⅱ層の掘り返し土や大別層位Ⅳ層の掘り返し土である

明黄褐色シルトのブロックが主体である。

以上のことから、３１､レンチ周辺では、Ⅱ、Ⅲ層、

Ⅳ層の一部が造成等に伴って削平を受けていると考え

られる。また３トレンチ１－２層から、大別層位Ⅱ層

の掘り返し土のブロックに混じって中近世土器小片・

細片が出土しており、造成等による削平を受けていな

い地点では、中近世の遺跡が存在していると考えられ

る。

（田崎・三吉）

写真18400806調査５トレンチ西壁土層（東から）



Ⅲ構内の遺跡

ｌ構内における埋蔵文化財の把握状況

愛媛大学の敷地は松山市および愛媛県内の各所に分

散し、敷地の総面積は464haに及ぶ。2009年３月末時

点で調査は228件を数える（表１０)。これまで把握して

いる埋蔵文化財の分布状況は以下のとおりである。

（１）城北団地（図42）

城北団地には、法文学部・教育学部・工学部等が所

在する松山市文京町３番と、理学部他の所在する文京

町２番５号、そして本部他が所在する道後樋又'０番１３

号が含まれ、敷地総面積は152,998㎡に及ぶ。

1951年から遺物が採集され、文京遺跡として周知さ

れている。2009年３月時点で、１～３．５～37次に及

ぶ全面調査と確認・試掘・立会調査を実施してきた。

とりわけ、文京町２．３番構内においては、西南部を

中心として全国的にも有数の弥生時代中期後葉～後期

中葉の大規模集落が営まれ、一部には古墳時代後期の

集落も重なる。その北側の谷状の窪地では、古代～中

世（１１～１３世紀）の水田遺構が確認されている。さ

らに、理学部が所在する文京町２番構内では縄文時代

前期の遺物が出土するとともに、縄文時代後期になる

と文京町２．３番構内全域で住居や土壌や野外炉が出

土し、縄文時代晩期末～弥生時代前期初頭前後の土壌

や土器溜まりが確認されている。さらに、戦前の練兵

場時代の遺構も出土している。

一方、事務局などが所在する道後樋又'0番構内は、

これまで周知の埋蔵文化財包蔵地外とされてきたが、

2000年度以降に実施してきた試掘調査や工事立会で、

弥生時代後期の髪や、中世の土師器・備前焼摺鉢・白

磁碗などが出土している｡道後樋又10番構内も含めて、

縄文時代前期から中世に及ぶ複合遺跡としての文京遺

跡の広がりを確認できている。

（２）持田団地（図43）

松山市持田町１丁目5番22号にあたり、教育学部附属

中・小・幼・特別支援学校が所在し、面積は65,933㎡

に及ぶ。

周辺では､団地北東側の隣接した松山環状線（岩崎）

１０８

道路建設に伴う発掘調査１－１～４区で１５世紀後半を

前後する水田および畠が調査されている。団地構内で

も、2006年度の附属中学校校舎新営工事に伴う１次調

査では近世、2007年度の附属小学校本館等耐震改修工

事に伴う２次調査では中世前半期に遡る可能性が高い

水田および水路が発見されている。また、水田層の下

層に堆積した砂喋層からは弥生土器、古墳時代後期～

古代前半の土師器や須恵器が出土している。松山市教

育委員会は、これまでの１．２次調査の結果を踏まえ

て埋蔵文化財包蔵地として取り扱っている。

（３）樽味団地（図44）

松山市樽味3丁目5番7号の樽味団地には、農学部・

附属高等学校・附属研究施設等が所在する。面積は

82,090㎡･

団地西部は、樽味遺物包含地として周知の埋蔵文化

財包蔵地とされ、1987年の１次調査以降、樽味遺跡と

して８次にわたる全面調査と小規模な試掘・立会調査

が実施され、弥生時代前期から中世に及ぶ集落遺跡で

あることが判明している。具体的には、団地西半部にお

いて中世（１４～16世紀）の方形区画を有する集落が面

的に広がり、北西部では、弥生時代前期の集落と古墳

時代後期の集落も確認され、後者は団地周辺の樽味立

添遺跡や樽味高木遺跡と一連の遺跡の可能性が高い。

一方、団地南部では、古代末から中世（１０～14世

紀）に埋没する自然河道が発見されている。附属農業

高等学校の所在する団地東部は、必ずしも遺跡の広が

りが明確でないが、４次調査で古代（８世紀）に埋没

する自然河道や、古代末～中世（１０～１２世紀）の遺

物包含層が確認され、団地西半部とは若干異なる時代

の遺跡が展開している。

以上、これまでの発掘調査の結果から、樽味団地全

域に埋蔵文化財が分布しているものと判断できる。

（４）御幸団地（図45）

松山市御幸町2丁目3番15号、学生寄宿舎が所在す

る。敷地面積は7,502㎡。
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図４３持田団地調査地位置図（縮尺1/2000）
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2009年７～１０月の発掘調査では、８世紀中頃～９

世紀前半の３条の水路、弥生時代前期～中期の水田お

よび水路が発見された。また、その上層には１３～１４

世紀と考えられる水田層も確認されている。この他、

縄文土器も出土している。

Ⅲ構内の遺跡

（５）北吉井団地

松山市桑原2丁目9番8号の北吉井団地には、職員宿

舎が所在する。面積は2214㎡。

1994年に東長戸他環境整備（駐車場整備･配管設置）

工事による立会調査、1997年に北吉井宿舎屋外排水管

改修工事による本格調査と北吉井宿舎屋外ガス管改修

工事による立会調査が行われている。その結果、古墳

時代中期～後期（５～７世紀初)、古代（10世紀）の

集落遺跡が団地全面に展開することが確認され、桑原

西稲葉遺跡３～５次調査として報告している。

（６）薦子団地

松山市隠子町40番に所在する庶子団地には、国際交

流会館が所在する。面積は1,340㎡。

1987年に国際交流会館建設に先立って、鷹子遺跡１

次調査が行われ、弥生時代中期後葉、古代（７～８

世紀)、中世（１３～14世紀）の遺構・遺物が確認され

た。この調査によって、団地内の大半を調査したこと

になるが、建物周辺には部分的に遺跡が残存する。

1１３

(9)その他の団地

上記の団地以外は、本格調査あるいは確認調査が行

われておらず、小規模な試掘・立会調査に留まるか、

まったく調査の行われたことのない団地である。

①畑寺団地

松山市畑寺町丙47番2に所在し、農学部附属農業高

等学校農場がある。面積は19,218㎡。

2006年度に果物収納庫新営工事に伴う試掘調査と団

地全面での分布調査を行ったが、現在のところ、埋蔵

文化財の有無は未確認である。

②米野団地

松山市米野町乙184番地１号、農学部附属演習林が

所在する。総面積は3,836,634㎡。

－－－＝＝＝二一

（８）重信団地（図46）

東温市（旧温泉郡重信町）志津川の、医学部および

附属病院が所在する団地である。敷地面積は191,667

㎡に達する。

これまで数回の試掘調査あるいは確認調査を行って

きたが、遺跡の存在は確認されていない。ただし、団

一

一
！
‐

地北東部分には遺跡が残る可能性が残されている。

（７）山越団地

松山市山越4丁目11番10号にあたり、大学課外活動

施設の野球場・馬場・サッカーグラウンド等の施設が

あり、面積は66,916㎡に及ぶ。

1992年度と2002年度の確認調査によって、団地が丘

陵部裾からのびる段丘の落ち際に位置することが確認

されている。団地北東隅の旧河道の落ち際からは、ウ

メやカシ類の炭化種実や加工木などが縄文時代晩期中

頃の遺物とともに出土している。また、団地西半部で

も、古墳後期の自然河道が確認されている。

５０ｍ

＝１１「

図４５御幸団地調査地位置図（縮尺1／1,000）
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調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認である。

③梅津寺団地

松山市梅津寺1861番地、大学課外活動施設が所在す

る。面積は601㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認である。

④北持田団地

松山市北持田町128番地１号、職員宿舎が所在する。

面積は592㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認である。

⑤東長戸団地

松山市東長戸4丁目3番１号、職員宿舎が所在する。

面積は6,099㎡。

1994年度の立会調査によって、団地東半部を中心と

して遺跡が営まれている可能性が指摘できる。

⑥喜与団地

松山市喜与町１丁目8番8号、職員宿舎が所在する。

面積は424㎡。

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認である。

⑦中島団地

松山市（旧温泉郡中島町）小浜甲1872番2号の、沿

岸環境科学研究センター附属中島マリンステーション

が所在する団地。面積は2,997㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認である。

③溝辺団地

松山市溝辺町乙298番地、附属高等学校の実習地が

所在する。面積は7,633㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認である。

⑨横河原団地

東温市（旧温泉郡重信町）横河原、職員宿舎が所在

１１５

Ⅲ構内の 遺跡

する。面積は6,693㎡。

現在の重信川の氾濫原上にあり、埋蔵文化財は分布

していない。

⑩ 北 条 団 地

松山市（旧北条市）八反地字伊利甲498番地、農学

部附属農場が所在する。面積は187,814㎡に及ぶ。

調査歴はないが、団地の一部は、萩尾古墳群あるい

は八竹山遺跡として周知の埋蔵文化財包蔵地に含まれ

ている。

⑪津田山団地

松山市北斎院町津田山の、教育学部附属養護学校施

設が所在する団地。面積は14,374㎡。

1991.1994年度に試掘調査を実施したが、埋蔵文化

財の分布は確認されていない。

⑫ 伊 予 団 地

伊予市森字下新田729番地、大学課外活動施設が所

在する。面積は300㎡･

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認である。

⑬大井野団地

松山市大井野町乙145番地２号、農学部附属演習林

が所在する。面積は2,272㎡・

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認である。

⑭ 東 野 団 地

松山市東野４丁目222番地、農学部附属演習林の実

習地が所在する。面積は4,853㎡。

調査歴はないが、団地および周辺は東野古墳群とし

て埋蔵文化財包蔵地とされている。

（田崎）
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表１０愛媛大学構内埋蔵文化財調査一覧（2009年３月現在）

調査
番号

団地名 遺跡名
調査
次数

調査
種別

調査原因となった工事名 調査期間
調査
面積
(㎡）

報告・備考

97501 城北 文京１次 本格 工学部海洋工学科校舎新営工事 19750801～19750824 750
松山市教委調査。
松山市報１１

98001 城北 文京２次 本格 工学部資源化学科新営工事 19800708～19800930 600
松山市教委調査。
松山市報2８

98101 城北 文京３次 本格 法文学部校舎新営工事 19820110～19820325 800
松山市教委調査。
松山市報2８

98201 文京４次 本格 松山市東中学校校舎建設工事 19820803～19820826 750
松山市教委調査。
松山市報3０

98301

98302

城北

城北

文京
ウゥマゥ｡◆Ｃ－Ｃやウ●つつ◆つ

文京

立会

立会

雨水管･汚水管･ガス管埋設

教育学部校舎建設

1,374

98401 城北 文京５次 本格 工学部危険物貯蔵庫新営工事 19841026～19841028 1８
松山市教委調査。
松山市報2８

98601
p●｡‐●●一心■｡｡←一一q

98602

98603

98604
b●③ＣＣｐＣ争今●●｡■･q

98605

城北

城北

城北

樽味

鷹子

文京６次

文京７次

文京８次

樽味
ＰＣ■つロー－｡●■一旬

鷹子

本格
ＤＣ｡‐一つ‐◆‐●ーd

本格

本格

試掘

試掘

城北団地基幹整備

法文学部校舎新営工事
l■■■■■■■‐＝｡■■■＝■■■■■｡一ニロュニニ■‐●ロー■‐｡‐●旬｡●■■■の●ＣＱ■●写字●●●－４

城北団地基幹整備事業

連合農学研究科校舎新営計画
一二－二■こ一■■＝二一‐一年一一一や一口｡■公ら｡●●｡‐●句●白い●･●●由守ｂ画｡●●一●●つつ中中■●つゆ●ママつ寺●今｡‐色一一｡‐■■I■●‐ロー＝■■■ロロロロ■■'■I■■■■●I■■■■■■■■■■ｰ■■巳－．■■ｰ‐■一年｡｡●･今●●

国際交流会館新営計画

19860100～

19860800～19860900

19861125～19870218

19870109
｡ｰ－●今旬一●●｡｡一一一宇■‐｡｡‐■q

l9870116

9９

142
■■一一●一一一■

854

･５

4７

考古学教室調査。

考古学教室調査

考古学教室調査。
愛大埋文報Ⅱ

98701

98702

98703

98704

麗子

樽味

樽味
ＢＣ今守一己●③一一●■

樽味

鷹子１次

樽味

樽味

樽味１次

本格

試掘

試掘

本格

国際交流会館新営工事
‐｡‐ママーーウー■‐ロー■ロロ■ー巳一ニーー●■ロー●■ローユ■＝ａｑ－｡‐■争●｡●｡‐■◆つや●●□●○つ●や●－●●ローーーローロ●－－■■■ローロロロ■』■I■I■■■■■○二一一旬●｡■■‐■－●←今｡｡｡■－－⑥●ニニニ＜こぬ●●｡●二二

連合農学研究科校舎新営計画
や一宇ウウ心‐寺画｡‐寺｡‐■②■ー■｡■‐』■■‐｡■■■｡｡‐○一●の今争企｡一｡‐①つ●＝とむ●ーロー‐＝ママ‐＝ママ寺一一■■』■‐‐｡‐■■■●■■■｡ｆ一一一行一毛一■｡一一司今◆凸戸一一一｡‐←今や｡＝■－－号ご処一一”＝Ｌ一寺Ｌ_ｊｑ

附属農業高校課外活動施設新営計画

連合農学研究科校舎新営工事

19870720～19870920
昏昏一一＝■＝＝＝■＝■■■＝■■■■■■■■■申■■■●■■ＣＧの●●自ら~舎中一●‐●ー●‐●q

l9870820～19870821

19870820

19871028～19871217

962

１８

６

684

愛大埋文報Ｉ

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｉ

98705
Ｂ■今一凸ＣＣａＣ争宇■●-1

98706

城北

城北

文京

文京９次

試掘
P｡◇つつ●ロー■Ｃ■1

本格

城北団地プール廻り浄化装置増設計画
‐ ■ ■ ＝ ｡ ＝ ‐ I ■ ■ ‐ ー ｡ ｡ ■ ニ ニ ー ー ■ － － － ● 巴 Ｃ 字 年 ｡ － つ ｡ ② ● ｡ ‐ ー や ‐ ウ マ ロ ロロ寺■■■■■宙■■ロロ●■■･■■l■｡■■巳一■一二企申の由｡｡｡Ｃと●－むつ今●ママ写●ご寺｡■＝■■■－■■－■｡■■■■■一言巳｡一一うむ凸,_I‐Ｃ

城北団地プール浄化装置増設工事

19871113

19880111～19880129

２

6２

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ⅱ

98801
Ｐ■‐■■■■■■■■■一一.

98802

98803

98804
ｂ○‐●●●‐●■‐■七一一q

98805

98806

城北

城北
、 ロ ロ ロ ■ ロ ー ■ 一 一 二 a

城北

城北

城北

城北

文京１０次

文京

文京
■■■■ら｡一や今の●｡●｡●一

文京

文京

文京

本格

試掘

試掘

試掘

△
云
一
今
云

立
一
立

工学部’情報工学科校舎新営工事

城北団地基準点等設置計画

工学部講義棟高圧ケーブル埋設計画（その１）

工学部講義棟高圧ケーブル埋設計画（その２）
つむ③■ー‐‐春一■■■‐■ﾛ■｡｡■｡‐のつら●一~■｡一‐｡－画②古マゥロ■‐■■■■■■■■■ロロ｡■ニー｡｡‐年つら●←や●｡●●●－●◆写一一寺包でローロー■■■■■■一一■■巳一一一の■ｃ－－ｐ吉二三寺ニュー●__｡Ｐ■,---,■－

工学部‘情報工学科校舎排水施設取設工事
｡ー‐●つつ●つ‐‐●画ロロ■‐●＝■■■■｡■■■‐●公一●●今●っ｡‐●マローロ香ごロ■■■■■■■■ロ■｡■ロニーー｡●今●手一心◆一つ｡｡●寺宇也ロー‐‐‐■‐■■ロロロー■ニニーロ■■‐Ｐ･◆●つ‐●｡＝ロ●ー一●マゥー也守＝｡■－■■

工学部'情報工学科校舎給水施設取設工事

19880919～19890303

19881013

19881208

19881212

19890207

19890209～19890210

1,075

５

２

１
■‐q

６

３

愛大埋文報Ⅲ

Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ
－
Ｖ

蜘
一
蝿
一
蜘
一
蝿
一
燃

旭
一
地
一
旭
一
旭
一
旭

愛
》
愛
一
愛
一
愛
一
愛

98901

98902

城北

城北

文京１１次
ロロニー中●←◆●‐一つで一一一

文京

本格

立会

法文学部講義棟身障者用昇高機取設工事
●ロー＝唾一｡‐■■■I■■ニロニ■凸ｐＣＣ◆‐◆●一句●Ｃゥ◆ロー■‐‐｡‐ロロI■'■‐■｡‐■●｡‐毎Ｃ●◆‐●●＝ｃ一つ■ロロ■■‐■■‐｡■｡ｅ一二●字◆●むつ由っ●午凸宇｡◆■春画ロロロロ｡■■■ニニl■◆牢一一=＝－●○一二号と一一一

電波障害用の外線工事

19890801～19890829

19900303

8５

２

愛大埋文報Ⅱ

愛大埋文報Ｖ

99001 城北 文京 試掘 城北団地囲障工事及び教育学部自転車置場新設
計画 19900808 ３ 愛大埋文報Ｖ

99101

99102

99103

樽味

津田山

城北

樽味２次

文京

本格

試掘

試掘

農学部研究実験棟新営工事
◆｡◆◇｡●●心●←■むご‐■ー｡ー●■■■■■一■。◆◇●‐●･ｃ■●Ｃ●‐■■■■■‐■■‐I■■■｡辛●｡‐●○ｃｃ･むつ●●－－－●■で｡■■●＝･■一司凸－－－言･●｡一｡｡●二一一●■■一一 ■■●■I■･■＝■ニー｡｡●◆一宇●｡●今②

教育学部附属養護学校日常生活訓練施設建設計画
■■■｡■ｰ■ー■一二今｡－●今一一｡●一●つゅ一一＝＝■■ロロ｡■○巳一一｡■ーｰ字‐｡◆中己寺字■寺ご‐■ー■｡‐■｡｡‐■ロー◆申◆●一つ●や①門●申ママ一一｡‐‐■■lＤデー弓一一雪一行ゴー0●巴ニユロ_ＪＬＤ■ID■－＝■■一毛一一

城北団地囲障（Ⅱ期）改修及び外灯改修計画

19920107～19920228

19910608

19910821

506

１３
ママ香■■■

3６

愛大埋文報Ⅳ

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ

99201
トー｡｡●今｡●｡●つむ■ロ,

99202

99203

99204

99205
,-つ■■■■－■■■ロロ■1

99206

99207
,■一二一二■●ゆ‐●今一｡q

99208

99209

99210

99211

99212

樽味
1口■■■■■■■■■d

城北

樽味

重信

山越
ﾛ 凸 ｡ ｡ ■ ｡ ‐ や ◇ ‐ ‐ 4

樽味

樽味

城北

持田

重信

重信

城北

樽味

文京

樽味

樽味

樽味

京
一
田

文
一
持

一●‐●●~－－勺‐争つむ‐｡■ロー＝‐＝■I■I■■■■■ｰ■‐巳一口字

文京

立会

試掘

試掘

試掘

確認

立会

立会

今
云
一
△
云

立
ヱ
ユ

試掘

確認

立会

農学部屋外ガス本管改修工事
■■一ＣＣＣ●◆一一●●ーー■■‐＝＝‐■』■＝I■■ロー■ＣＣＣ｡●｡■●｡●ローローI■■l■■■●■■■一二口｡■●一つ●●一・つ○●っ｡■ロ■｡■■■■ロー■‐■一旬卓｡●－｡今や①←句●■の迫画■■＝■ロロロ■一一■庁舎＝吾寺･●｡－ＣＣ－－

城北団地東側囲障改修計画
I■｡■ー｡←●●っ‐一■つつ●●＝■ウー‐ロロ｡■'■ー｡‐◆■●●●ゥ●●●●‐●ご句守昏昏一■■■■ロロ■■‐‐牟一■ＣＣ－Ｃ－勺一むつ～●◆字一口－－■■I■■ロロロー■巳句牟旬凸Ｃ◆一今守●屯

附属図書館農学部分館新営工事に伴う
計画

電気工事

■■■‐‐■の一つ●◆◆●｡｡｡●ー守守①｡ーご＝■■■■■■■ｰ■｡｡｡●■●｡｡■●●■の宇一むち｡■●ロー■■ロー■■ー｡｡‐凸一色一凸字む◆●一●÷●＝Ｃ守■春｡■■■ＣＦp■■○二一-1凸「-●亡一Ｊ●二ザーロ__b＝l--D-L-■...

医学部附属病院病歴室新営計画（その１）

1992年度構内遺跡確認調査（その１）
■l■■‐‐つつむ｡●ＣｃＣｐＣＣＣ●‐＝香っ＝ロロローロ｡■■■■■ロロー｡●今●●宇｡●｡⑥やｰウー■ロー‐■■■■■■■■ー。｡ロー凸Ｃ－亡一二二とニニーFＬ=■＝■■■行一ヂチーも●●－の二二●－－－－－■ロロ■■一一

農学部拓翠寮他自転車置場新設工事（そのｌ）
ｃ●●今←●ママ寺守守■｡‐■■■■■■‐｡■一②●申一手ー‐●令●②‐画一､再毎口■■ロロ画一■■■■●ニーニーの一ｏＣＣＧＣ⑤ご●◆●‐わ－ご－ｃ－■・■■‐■■■・牙。。‐凸=画画･ロー●｡●●●今ローーーご■＝。。■・・ロー一己一一一・｡

農学部拓翠寮他自転車置場新設工事（その２）
守口ﾏｰｰｰｰｰ=一一■■■ーご■一■‐‐｡｡一ロー●一句●‐●●ＣＣＣつ■｡■＝■■■‐■■･■I■■｡■■巳一・一｡一今中÷●手ＰＣ凸ＣＣ－や一■－－■－■－口｡■｡｡｡■｡－｡‐■｡~申－－句再一や幸ら｡-画申■■■ロー＝■■■■■■｡■■－｡

城北団地外灯設備改修工事

教育学部附属小学校給水設備工事
■ロローニニの●一一●｡一一ウマー③○一｡‐‐でI■■■｡■■●■■ロロ‐ロロニ今■●｡｡=●●凸や●‐＝＝っ‐■■‐■二○｡■■■｡■一句一・●－｡一一Ｃ●マーゎ●画守守一一一一一■■■qI■■‐■｡■ロロ､--1■芦一bＰＦ一才■ェ仁ニェＬ－ザＬ_

医学部附属病院駐車場取設計画
白｡■ロー■＝.■－口■■■■■ー■●■‐●｡●｡●｡■ＣｃＣＣつむ勺■｡■■■■■■■■■■■‐■■二二■牢凸｡●‐●｡｡●つ‐●寺ローロー●■香■■■ロー●■■■■｡‐ニーーｐ－●｡■■●‐②｡｡＝＝---■---.■ﾛ■－－■■｡■一手÷

1992年度構内遺跡確認調査（その２）
｡■■■■'■■■ニニニロー｡●年牛‐つつ●つつ●･守●●●‐■■ロ■■■ロロ■'■■■｡'■‐ロー今ＣＣＣ●③｡●●‐●●っ＝●■ロ■‐‐■■｡‐●■■‐ニーロー●争や●字｡●●つ今一や｡守口■－－■■＝■■■■■●●■■q=一一ａ･字．中壱一

城北団地‘情報通信設備工事

19920526
●‐■ニローー‐‐‐｡■●今■■つ●守口｡q

19920730

19920826

19920826

19920828

19920921

19920921

19921026

19921026

19921027

19930120～19930121
マロロロ■●■ロロロロ■■■■一■■‐‐ＣＣＣ‐●◆｡~‐●●やウロ｡＝■■ロー■■■■■■■ー二.

19930308～19930309

６

３

１

３

5７

３
－
２

２

１１
口●甲ローq

4０

54.6
■ＣＣＣ｡‐●→･句

11.8

愛大埋文報Ｖ
Ｐ‐一一一■■■■■■■■■■■■ロ｡字句●｡●やつや｡●‐春つ口

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ
ＩＣ●｡■ロー■■‐■■■■■一○一~一凸◆●年｡●－■ ● ◆ ｡ ｡ ■

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ
, ｡ ● ロ ウ ロ ■ ■ ＝ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 二 二 ■ ■ ‐ ● 凸 ひ つ －－◆◆●●■

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ
ｌ ｃ や ｡ ＝ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ‐ ■ ■ ● 一 一 年･争●●の●

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ
Ｄ■ー■■■■■‐■■■■■■‐②●‐Ｃ今●◆｡－口｡ ● つ ｡ ■ ● ■

愛大埋文報Ｖ
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Ⅲ構内の遺跡

調査
番号

団地名 遺跡名
調査
次数

調査
種別 調査原因となった工事名 調査期間

紬
噸
㈱

報告・備考

99213 重信 試掘 医学部附属病院病歴室新営計画（その２） 19930322 愛大埋文報Ｖ
99214 樽味 樽味 立会 樽味団地自転車置場取設その他工事 19930323 愛大埋文報Ｖ
99215 城北 文京 立会 城北団地交通規制遮断機取設工事 19930324 ２ 愛大埋文報Ｖ
99301 重信 試掘 医学部看護学科校舎新営計画 19930524 2０ 愛大埋文報Ｖ
99302

99303

樽味

樽味

樽味

樽味

立会

試掘

附属図書館農学部分館新営（樹木移植）工事

農学部自転車置取設計画

19930624～19930625

19930627

１４

80.8

愛大埋文報Ｖ
Ｄ■■｡‐■Ｐ年●のロー●ｰご寺一■■■■■○二■■つつ‐③●－画

愛大埋文報Ｖ
99304 樽味 樽味３次 本格 附属図書館農学部分館新営工事 19930823～19931006 2５ 愛大埋文報Ⅵ

99305 城北 文京 立会 城北団地大学会館廻り道路整備に伴う
植）工事

(樹木移
19931109 ２ 愛大埋文報Ｖ

99306 樽味 樽味 試掘 附属Ｉ Zl書館農学部分館新営（外灯設備管路）計画 19931124 ３ 愛大埋文報Ｖ

99307 樽味 樽味 立会 城北Ｉ 11地他情報通信電気設備工事（その１） 19931124 ７ 愛大埋文報Ｖ

99308 城北 文京 立会 城北団地他情報通信電気設備工事（その２） 19931125 賃大埋文報Ｖ

99309 持田 持田 確認 1993年度構内遺跡確認調査（その１） 19931224～19931225 3９ 愛大埋文報Ｖ

99310 城北 文京 立会 城北団地情報機器更新電源容量増設工事 19940118 愛大埋文報Ｖ

99311

99312

樽味

樽味

樽味

樽味

立会

立会

農学部附属図書館新営（配水管埋設）工事
■■●●｡‐やｃＣｃ寺一●‐昏一｡＝■■■ー■■｡■ニー●‐●◆●Ｃ◆寺つママ■■■■■■■■‐‐ｰ‐■■二口の｡辛●心●｡●●●●ウ■■ごロ■■■■■■■■■■■●●●●●句｡●｡‐＝むむ｡■＝■■ロー･■■I■■■■■の■ーニウ二

農学部自転車置場排水管路工事

19940208～19940215

19940208

19.8

29.7

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ

99313 城北 文京 試掘 城北団地基幹整備（屋外環境）計画 19940209～19940216 14.8 愛大埋文報Ｖ

99314 城北 文京 試掘 工学部研究実験棟新営計画 19940329 37.9 愛大埋文報Ｖ

99401 北吉井
桑原西
稲葉

３次 立会 東長戸団地他環境整備（駐車場整備、配管設置）
工事（その１）

19940510～19940518 54.5 愛大埋文報Ⅸ

99402 山越 東長戸 立会 東長戸団地他環境整備（駐車場整備、配管設置）
工事（その２）

19940517 ９ 愛大埋文報Ｖ

99403 樽味 樽味 試掘
樽味団地環境整備（附属農業高等学校他自転車
置場取設）計画

19940524 愛大埋文報Ｖ

99404

99405

城北
I●●｡Ｃ●●吟ヤゥ｡q

城北

文京

文京

立会

試掘

城北Ｉ

城北Ｉ

fl地他環境整備（単車置場整備）工事

fl地他環境整備（自転車置場設置）計画

19940607

19940608

１．４

81.3

愛大埋文報Ｖ

愛大埋文報Ｖ

99406 城北 文京 立会
城北団地他環境整備（自転車置場・配水管設置）
工事

19940610 愛大埋文報Ｖ

99407 城北 文京 試掘 城北Ｉfl地他環境整備（排水析及び管路取設）計画 19940801 愛大埋文報Ｖ

99408 城北 文京 試掘 城北Ｉfl地他環境整備（電気配管路取設）計画 19940801 愛大埋文報Ｖ

99409 城北 文京 立会 工学部岩盤切削試験機設置工事 19940927 １．１ 愛大埋文報Ｖ

99410 城北 文京１２次 本格 工学部校舎新営（Ｉ期）工事 19941110～19950726 1,183 愛大埋文報Ｖ

99411 津田山 試掘 教育学部附属養護学校野外施設（東屋）設置計画 19950127 3３ 愛大埋文報Ｖ

99501 城北 文京 立会 教育学部運動場内鉄棒移設工事 19950411～19950412 4８ 愛大埋文報Ⅶ

99502 城北 文京 試掘 教養部テニスコート（事務局北側）改修計画 19950801 ９ 愛大埋文報Ⅶ

99503 城北 文京 立会 工学部南側囲障工事 19950801 ３ 愛大埋文報Ⅶ

99504 城北 文京 試掘 理学部構内井戸工事計画 19950802 ４ 愛大埋文報Ⅶ

99505 山越 山越 試掘 山越団地防球ネット取設計画 19950802 ７ 愛大埋文報Ⅶ

99506 城北 文京１３次 本格 地域共同研究センター新営工事 19951017～19960412 890 萱大埋文報ＸⅡ

99507 樽味 樽味 立会 公共下水道桝取設工事 19951114 ２ 愛大埋文報Ⅶ

99508 北吉井
桑原

西稲葉
立会 北吉井団地公共下水道設置工事 19951115 １．６ 愛大埋文報Ⅶ

99509 城北 文京 立会 城北団地（北西）通用門改修工事 19951116 ３ 愛大埋文報Ⅶ

99510 城北 文京 立会 埋蔵文化財調査室改修工事 19960131 １ 愛大埋文報Ⅶ

99511 城北 文京 立会 城北団地基幹整備（電線管等）工事 19960213～19960220 3４ 愛大埋文報Ⅶ

99512 城北 文京 立会 城北団地事務局ガス管改修工事 19960311 ２ 愛大埋文報Ⅶ

9960l
b一宇ＣＣＣ●●画一●●◆一.

99602

城北

城北

文京１４次

文京１５次

本格

確認

工学部校舎新営（Ⅱ期）工事

1996年度構内遺跡確認調査

19960520～19970331

19961113～19961209

1,349

2５

愛大埋文報Ⅶ

愛大埋文報Ⅶ

99603 樽味 樽味 試掘 附属農業高等学校舎新営計画 19961128～19961212 21.7 愛大埋文報Ⅶ

99604 樽味 樽味 試掘 附属農業高等学校温室新営計画 19961129 5.1 愛大埋文報Ⅶ



１１８

調査
番号

団地名 遺跡名
調査
次数

調査
種別

調査原因となった工事名 調査期間
紬
熊
⑪

報告・備考

99605
■●の一守口｡□■ヰニー■■ﾛ

99606

樽味
､●●◆勺←字一一国｡■

持田

樽味
ﾛｰｰ⑧白●｡●一・●d

持田

試掘

立会

農学部構内光ケーブル敷設計画
一二二一●亡-1在舎ぞ一一■I虫一一■‐●Ｃ●つｑの一｡■一■争■－１■■I■ロロ■■■ご＝句ウロウーー｡‐ｃ守口■｡■一‐‐■｡‐ご＝ウーロ｡｡‐‐▲や－｡｡｡Ｇ一色■■■■｡｡‐○春色句●旬■｡●●●二一』■■■■ロー■＝＝＊●つつ守印一●

教育学部附属中学校プール改修その他工事

19961129

19970204

１ 愛大埋文報Ⅶ

愛大埋文報Ⅶ

99701

99702

倍●卓■Ｇ‐■■■■■■■■1

99703

城北

城北

樽味

文京
１６次
Ａ区

京
一
味

文
一
樽

16次
Ｂ区

本格

本格

本格

工学部校舎新営（Ⅲ期）工事（その１）
■‐巳■畦一一■－－－－－ニニーニニニー一＝舎舎一一一■●｡■■■■｡■■■寺■ご■つや争一②■ーつむ◆今●●■■巳｡■｡■■■■‐宮‐■●寺むつ合｡●Ｃ●●つ●牟■凸■｡■■■■■■■｡■わ｡｡⑤●一つ今●■の｡｡一■二二■■ー■｡●＝守寺つウ

エ学部校舎新営（Ⅲ期）工事（その２）

ＡＴＭ－ＬＡＮ整備工事に伴う調査

19970428～'9971222

19970409～19970729

19970414～19970417

1,384

627

巳一■■■｡■■ｑ

ｌ３１

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ
ロローロ守中Ｐ酉｡●Ｐ●●●つい●■ニニーロー■■ロロ ■■■＝■｡U

愛大埋文報Ⅷ

99704

99705

99706

99707

99708

99709
Ｂａ－｡｡■■■■■■■■■1

99710

99711

99712

城北

持田

持田

樽味

樽味

城北

北吉井
ローーマ●●一一一色Ｃ‐｡~宇一

北吉井

樽味

京
一
田

文
一
持

持田

樽味
､－－■‐＝■＊一口ロq

樽味
一Ｇつつ中 ● ‐ ● ● っ ｡ ｡ ● 一 ● つ ニ ニ ー ロ ロ ｡ ■ の ■ ‐ ｡ ■ I ■ ■ ■ ■ ロ ロ ロ

文京

桑原西

稲葉
4次

桑原西
稲葉

5次

樽味４次

Z会

Z会

試掘
lローーマ一一一つ●つ･

試掘

立会

立会

本格

立会

本格

事務局案内板取設工事に伴う調査

持田団地内構内光ケーブル布設工事

持田 団地北側囲障改修計画

樽味団地（附農高）校舎新営計画
PＬ－三一一一一一二I●｡__砂卑＝。q---告一二､◆'二一吾寺弓牟q一一■■■■■l■‐■－弓■■■■ロー■■‐■■■■‐ご‐■③｡◆●◆｡←●●一●●●一●ＣＣＣＣＣＰＣｏ■申｡■○一■■■■■■■■■I■I■I■■■■■‐ウウ吟◆つつ｡●一ｏＧＣＣＣ‐ー●

樽味団地排水工事
_①－迄_==,士三舎二一舎吾一●争在一一一一一｡■－－－■･■■■■■■ロロ■｡■＝■■■■－画－●~ローむゅ守幸●●①一つ｡｡ＣＣＣ●●●｡◆っ●ー｡｡■｡‐一一■■■■■■■■■l■■ロー‐■■ごロ■＝む●ロ●●｡ｐ全◇●つつ◆●◇｡◆●‐◆

工学部校舎新営電気設備工事（その２）

北吉井団地屋外排水管改修工事

北吉井団地屋外ガス管改修工事

農学部附属農業高等学校校舎新営工事

19970804

19970804

19970805～19970806

19970806～19970807

19970807

19970818～19970918

19971008～19971201

19971112～19971118

一 ｡ ‐ － － － － 一 一 一 ■ － － ニ ニ ー ニ ニ ー ー ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ロ ロ ロ ■ ロ ロ ■ ｡ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 ■ q

l9971125～19980204

2.7

4.5

6.1

12.2

2.4

12.2

１０

3２

1,168

Ⅷ
一
Ⅷ
一
Ⅷ

燃
一
燃
一
燃

旭
一
鯉
一
趨

愛
一
愛
一
愛

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ
D＝■■■■■■■ロロ■■■■■■七一七●＝古七●‐つつ‐←｡●一ﾛ

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅸ

愛大埋文報Ⅸ

愛大埋文報Ⅸ

99713

99714

樽味
、 ■ ロ ロ ｡ ■ ‐ ■ ■ ■ ‐ 1

樽味

樽味

樽味

試掘

立会

附属農業高運動場東側防護ネット及び第３棟東
側フェンス増設計画

~ご一つ●つつｃＣ●‐｡●ー字ご●一・一●‐●つ･●‐＝ＣＣＣ一むつ■己中ｃゆー‐申つ･つ｡ー‐●凸◆申一｡＝｡‐●●一ＣｃｃＣ宇心●一◆･一中●申一●字③●争◆●一｡｡一ーー申◆●字争●単一吟一ごｏＣ－宙一凸邑■｡‐‐ニーニロ●｡一凸争●二一の

附属農高校舎埋蔵文化財調査に伴う支障建物（農
機舎及び車庫）整備工事

19971218

19980204～19980206

6.1

186.5

愛大埋文報Ⅷ
b ニ ニ ー ‐ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ‐ ■ ■ ニ ニニニニー■●弓

愛大埋文報Ⅷ

99715
いつ｡‐→◆－ロー●◆宇一■q

99716

99717

城北

樽味
､一●●屯一口再宇●か■

城北

文京１７次

樽味

文京

確認

立会

緊

1997年度構内遺跡確認調査

附属農高運動場東側防護ネット及び第３棟東側
フェンス増設工事

工学部校舎新営に伴う外表施設整備工事

19980302～19980310

19970311～19970312

19980217

１５４

21.2

愛大埋文報Ⅷ
I 凸 一 ■ ■ ■ ■ 一 ■ ｡ ■ ‐ ロ ロ ロ ー ■ 画 一 一 口 卓 一 凸 阜 ＝や■＝キー申や

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ

99801

99802

99803

99804

99805

99806

99807

99808
,-ママーロ写字一｡－ロー●q

99809

城北

城北

城北
ｈＣＣＣつ一＝ー‐＝q

樽味

城北

城北

樽味

重信

城北

文京

文京１８次

文京

樽味

文京

文京

樽味５次

‐■l■ ｡ ■ ｡ ｡ ‐ ■ ー Ｃ ‐ ー ‐ ｡ － や 一 凸 牢 宇 宇 一 Ｃ Ｃ ● 一 ｡ 一 争 － － の 中 一

文京

立会

本格

立会

試掘

立会

立会

本格

試掘

立会

｢大正天皇お手植えの松」移植工事

総合情報処理センター新営工事

工学部本館等事務室改修機械設備工事

遺伝子実験施設新営その他工事計画
ローゥーー●ー宇匂字ママママ寺宇守で守口■ローロ■‐｡｡■｡｡■■■■■ロロI■■■｡■l■■■ｰ■■ロニーニ■‐■▲の●‐一●牟一や｡辛‐●･‐÷●Ｃゆ‐■ママ●ローママーー寺寺ご■‐＝ローーーご－■■■｡－口■●■一一一一一一一一一一一一一一一一

教育学部２号館南消火用水漏れ改修工事

理学部本館南消火栓管路改修工事
－－‐●‐●ー＝■‐‐ロー＝■ロロロローー｡｡‐■‐ー｡｡｡‐ロ｡●■一｡●‐ぬ●●･●●①‐宇守申申宇守でママママ‐マママーーー■‐一口｡‐｡｡■■一●■｡■一二一■■■｡■●の‐｡‐行争一ｍ←●伝=こみＣＣＣ｡●匹一二つぜ_型１一一一一一一一

遺伝子実験施設新営その他工事
一■■｡‐■■｡‐ロー』■一一一凸△凸一一｡‐一●一●一一●字｡‐●一句一一寺守口‐●＝‐■‐■毎口■■■■｡■■ｰ■｡Ｌ一｡｡‐●ロニーーーー‐牢･や一つ●一ニマーマー句幸ママーロロロ画一■■■■■■●ロロロロ｡Ｆ－１■■■｡「－，■炉一もデー､「一

医学部附属病院病棟建設計画

学生会館ガス管改修工事に伴う調査

19981108

19981215～19990802

19981214

19990128～19990129

19990311
一‐●凸一一●の一宇今●凸守●｡＝ＰＣ●Fq

l9990316

19990316～19990721

19990331～19990401

19990603

１

１，１９２

21.8

３

１

979

１

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報ＸⅥ

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ
1口‐●●南国●や‐一一一●‐や｡●つつ一●句一◆●③申■むちウー1

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅷ

愛大埋文報Ⅸ

愛大埋文報Ⅷ
~■■■■■■■ロロロロロ■■■｡○巳■一ら‐｡‐●◆争一一｡

愛犬埋文報Ⅷ

99901

99902

城北
Ⅱ ■ ■ ■ ■ ■ ニ ニ ー ニ ｡ q

城北

一
足
一
一
泉

文
一
文

１９Ａ

次
一
Ⅲ
次

本格

本格

工学等総合研究実験棟新営電気設備工事（１期）
D一口‐■ロロロ■｡‐ロ■｡一ー今一一二句一｡●今◆‐●一●画つつむ■=⑥ウーロロロローや‐＝‐■■■■ロー‐■■■ロロロ■‐‐■■｡ー巳■一■■の‐■●一●屯今◆●再●●●勺勺凸ロロや●●●＝＝ＣｐＣ■－－⑤む●ローロ■■■■香一■■

工学等総合研究実験棟新営電気設備工事（２期）

19990907～19990913

19991201～19991217

3１

4３

愛大埋文報Ｘ
Ｉ向●今●●●一一ＣｃＰｃか■②●●むつ■Ｃ＝で＝■■ ■ ■ ■ ロ ロ ■

愛大埋文報Ｘ

99903

99904

99905

99906

99907

99908

99909
■ＰＣ－●●･－●~■ｃの｡0

99910

樽味

樽味

樽味

樽味
■ 年 年 ｡ ｡ ｡ ‐ ● ● ● ◆ 4

城北

城北
､ ウ ｡ ● ● 廿 ● ● ｡ ● ｡ q

城 北

城北

樽味

樽味
P‐■‐＝●で＝＝●ー■

樽味

樽味

文京

文京
‐●●＝ローローロ｡■＝＝ロﾛ■■●

文京

文京２０次

立会

立会

立会

立会

立会

立会

立会

本格

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設
備工事（１期）

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設
備工事（２期）

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設
備工事（３期）

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機械設
備工事（４期）

｢大正天皇お手植えの松」移植工事

理工学等総合実験棟新営電気設備工事（その２）

総合情報処理センター新営電気設備工事

サテライ

缶一①一一ＣＧ画｡＝●÷画■■■■□ご ＝ 寺 ■ ■ ロ ロ ー 昏 毎 ‐ ■ ■ ロ ロ ■ ■ ‐ ■ ● ■ ｡ ■ ■ I ■ ■ 。 ｡ ■ ■ ＝ ｡ ‐ ■ ｡ ‐ ｃ 争 ｡ ｡ - 口 ■ ｡ ● 一 ● 一 ｡ ~ ◆ ● ● － ■ ‐ ● ■ ■ ■ ● わ ｡ ‐ ｡ ● ‐ ● ● ｡ ● ｡ ｡ － ● ｰ ● ● ← マ ー

ト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

(Ｓ､Ｖ,ＢＬ）新営工事

19991006

19991025～19991029

19991124～19991128

20000128

Ｌ‐●一一一・一一●今二｡●●字●●｡●ccd

20000125

20000201
,■■■■ロロ■｡■■■■■■｡｡｡●二－二.

20000208

20000214～20000620

１．４

2５

3１

2.5

2０

８

８

588

愛大埋文報Ｘ

愛大埋文報Ｘ

愛大埋文報Ｘ

愛大埋文報Ｘ

Ｘ
－
Ｘ
－
Ｘ

蜘
一
郷
一
蝋

鯉
一
池
一
旭

愛
一
愛
一
愛

愛大埋文報ＸⅣ

99911 城北 文京 試掘 大学会館改修計画 20000216 ９ 愛大埋文報Ｘ



1１９

Ⅲ構内の遺跡

調査
番号

団地名 遺跡名
調査
次数

調査
種別 調査原因となった工事名 調査期間

調査

面積
(㎡）

報告・備考

99912 城北 文京 立会 城北団地外灯移設工事 20000216 １ 愛大埋文報Ｘ
99913 樽味 樽味 確認 農学部生態観察実験のための水田設置工事 20000310 １ 愛大埋文報Ｘ
99914 城北 文京 立会 埋蔵文化財調査室情報通信設備工事 20000313 １９ 愛大埋文報Ｘ
99915 城北 文京 立会 法文学部講義棟空調電源工事 20000313 １ 愛大埋文報Ｘ
99916 樽味 樽味 立会 農学部附属農業高等学校校舎新営工事 19990507 愛大埋文報Ｘ
00001 城北 文京 立会 大学会館改修工事 20000829～20000830 ９ 愛大埋文報Ｘ
00002 城北 文京 試掘 教育学部クレイテニスコート改修計画 20000913 2.2 愛大埋文報Ｘ
00003 城北 文京２１次 本格 基礎科学総合研究棟新営工事（Ｉ期） 20010115～20010909 4４ 愛大埋文報Ｘ
00004 山越 山越 〈

云
一
坐 山越運動場上水管改修工事 20010115 ７ 愛大埋文報Ｘ

00005 城北 文京２２次 確認 2000年度遺跡範囲確認調査 20010123～20010124 3３ 愛大埋文報Ｘ

00006 城北 文京 立会 教育学部クレイテニスコート改修工事 20010123～20010124 １ 愛大埋文報Ｘ

OOOO7 城北 文京 〈
云

一
坐 法文学部掲示板設置工事 20010315 ５ 愛大埋文報Ｘ

00008 御幸 立会 御幸団地外灯設備改修その他工事 20010316 ３ 愛大埋文報Ｘ

00101 城北 文京 同窓会連合会による五葉松移植工事 20010509 ３ 愛大埋文報ＸＩ

00102 樽味 樽味 試掘 農学部寄附建物新営計画 20010607 1６ 愛大埋文報ＸＩ

00103 城北 文京２３次 本格 四国電力による城北団地構内高圧線敷設工事 20010626～20010709 17.3 愛大埋文報ＸⅣ

00104 城北 文京 立会 工学部屋外給水管布設替工事 20010801 愛大埋文報ＸＩ

00105 城北 文京２４次 本格 城北団地総合研究棟新営（Ⅱ期）工事 20011001～20020326 640 愛大埋文報ＸＩ

00106 樽味 樽味６次 本格 農学部寄付建物新営工事 20011115～20020206 1,205 愛大埋文報ＸＩ

００１０７ 城北 文京 立会 事務局構内外灯設備移設工事 20011121～20011127 ６ 愛大埋文報ＸＩ

00108 城北 文京 立会 教育学部４号館便所改修電気設備工事 20020326 1.5 愛大埋文報ＸＩ

00201 樽味 樽味７次 本格 農学部２号館改修工事 20020403～20020523 １７０ 愛大埋文報ＸＩ

00202 城北 文京２５次 本格 情報教育棟新営工事 20020601～20021218 1,022 愛大埋文報ＸＸ

00203

00204

城北

城北

文京

文京２６次

立会

本格

情報教育棟用地埋蔵文化財調査に伴う土木工事

総合研究棟等改修工事

20020515～20020517

20020719～20020809

１

144.7

愛大埋文報ＸＩ
Ｉ■■｡■｡■ニニニニ②●一◆‐字一一一つつつむつむ‐＝守一寺一宇一一一‐､

愛大埋文報ＸＩ

00205 城北 文京 立会 総合研究棟等改修電気設備工事 20021021 ３ 愛大埋文報ＸＩ

00206 城北 文京 試掘
情報教育棟・放送大学愛媛学習センター新営そ
の他工事計画（その２）

20021127 0.5 愛大埋文報ＸＩ

00207 城北 文京 立会 総合研究棟新営電気設備工事 20021129 １．５ 愛大埋文報ＸＩ

00208 山越 山越 確認 2002年度構内遺跡確認調査 20021225～20021226 6５ 愛大埋文報ＸＩ

00209 城北 文京 立会 総合研究棟新営電気・機械設備工事 20030123～20030129 22.6 愛大埋文報ＸＩ

００２１０ 城北 文京 立会
情報教育棟・放送大学愛媛学習センター新営電
気設備工事

20030115 １．３ 愛大埋文報ＸＩ

00211 城北 文京 立会 総合研究棟等改修電気設備工事 20030303～20030304 １．９ 愛大埋文報ＸＩ

00301 城北 文京２７次 本格 総合研究実験棟新営工事 20030529～20031024 703 愛大埋文報ＸⅢ

00302 城北 文京 立会 総合研究実験棟新営工事に伴う樹木移植工事 20030527 3９ 愛大埋文報ＸⅢ

00303 城北 文京 立会 放送大学愛媛学習センターサイン取設工事 20030905 3.1 愛大埋文報ＸⅢ

00304 城北 文京２８次 本格 理学部総合研究棟改修工事 20031201～20031216 45.1 愛大埋文報ＸⅢ

00305 城北 文京 立会 安全衛生管理対策（実験盤等改修）工事 20040209～20040210 １２ 愛大埋文報ＸⅢ

00306 城北 文京 立会
安全衛生管理対策（廃液保管庫他改修）電気設
備工事

20040304～20040305 １．４ 愛大埋文報ＸⅢ

00307 城北 文京 立会 安全衛生管理対策（実験盤等改修）工事 20040304 愛大埋文報ＸⅢ

00401 城北 文京 立会 事務局敷地内看板基礎工事 20040716 愛大埋文報ＸＶ

00402
樽味

城北

味
京

樽
文

立会 避難標識整備事業関連工事
20050124

20050131
2.6 愛大埋文報ＸＶ

00403 城北 文京 Z会 工学部講義棟便所改修電気設備工事 20050301 愛大埋文報ＸＶ

00404 城北 文京 Z会 給与福利課事務室新営電気・機械設備工事 20050324～20050329 愛大埋文報ＸＶ

00405 御幸 立会 御幸団地寄付物件取付工事 20050223 ２ 愛大埋文報ＸＶ

OO501 城北 文京 立会 生物環境試料バンク改修工事 20050621～20050707 78.5 愛大埋文報ＸⅦ
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00502

00503

城北

城北

文京

文京

立会

試掘

城北団地基幹整備（舗装等）工事
ロ■Ｌ二二二二二二-つ今●一一■一℃一一■.■■■＝ご一＝ロ｡●ロ｡｡－つ●牟●‐■■■■■■－■｡■■ローウ●①‐◆●つ●申牟一ニニニーロー■‐｡■ー ■■｡＝■ローＣむつ●一｡ｑ●｡■牛■■｡■○ロロローロ■■春＝‐｡←●Ｃｐ－ｏＣ今■

共通教育講義棟避雷設備設置工事計画

20050824～20050826

20050824～20050825

38.6

1２４

愛大埋文報ＸⅦ

愛大埋文報ＸⅦ

00504

00505
■‐●■ニニロ■■■ロー■■q

OO506

00507

O0508
P-むつ＝や今Ｃｃ－－ＣＣ●■

00509

00510

００５１１

００５１２

00513

00514

00515

東長戸
I■I■■■■■＝ロー庫●｡●の←Ｃ◆‐一争

東長戸

城北

城北
l＝｡｡‐｡●やつ‐Ｃｄ

城北

樽味

城北

重信

城北

城北

城北

城北

山越

山越

文京
＝ ＝ ＝ マーマーー●一一●勾一②÷‐一｡●ー‐｡■ロロ‐l■■ローl■‐‐ご

文京

文京

樽味

文京

文京

一
尿
エ
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文
一
文

文京

〈
云
一
今
云

立
一
立

立会

立会

試掘

立会

立会

試掘

試掘

試掘

試掘

立会

東長戸宿舎内電柱改修工事

東長戸宿舎内電柱撤去工事
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事務局構内電柱建替工事（その１）
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事務局構内電柱建替工事（その２）
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法文学部屋根付駐輪場設置計画

農学部附属農業高校暖房蒸気漏修理工事
与＝ニニーーーーニ舎吾＝一一一一一一一一一一一画■■ロロロロ■■－■■■●■｡●画●●⑤｡●つむｰ‐｡‐●●●●凸●｡●･‐の‐■｡‐‐●｡■■■■■ロ■｡‐●白■■つ■＝寺ご中●つ｡●①｡●わ●い●今●つつ｡｡｡■巳一争｡。ー■｡■ロロ｡■■昏

法文学部講義棟周辺環境整備に伴う樹木移植工事
ﾆｰ写二二=舎舎＝==--÷アテ--畠Ｔ一一一一■■■■‐■■I■■■ロロロロ■■■■■■■■■■■＝■マロロ｡●つひ■一・●‐■‐‐｡｡ＣＣＣや今●◆｡●っ②争ロー■ロロ｡■二・■■I■ロロロ■■I■■■l■■■■■■‐＝由一｡■③←●｡｡●｡◆一○つ●

医学部附属病院院内保育所設置計画
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法文学部講義棟周辺環境整備計画

教育学部２号館等空調設備電源工事計画

工学部２号館２階女子便所改修電気設備工事

法文学部屋根付駐輪場設置工事

20050831

20051028

20051104

20051114

20051115

20051221

2006013０

20060207
,◆－●●●◆●‐｡◇Ｃ凸●●‐ロー■｡■■a

20060221

20060228

20060228

20060302～20060303
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愛大埋文報ＸⅦ

愛大埋文報ＸⅦ

愛大埋文報ＸⅦ

蕗大埋文報ＸⅦ

愛大埋文報ＸⅦ
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00601

00602

00603

00604

00605

持田

樽味

樽味
Ｄ ‐ ‐ ■ ｡ ■ ■ ■ ｡ ■ ‐ d

持田

畑寺

持田団
地構内

樽味

樽味

持田団
地構内

１次

試掘

立会

立会

本格

試掘

教育学部附属中学校校舎新営工事計画

農学部上水道水漏れ修繕工事

農学部敷地内電柱建替工事

教育学部附属中学校校舎新営工事

附属農高果実収納庫新営工事計画

20060403～20060407

20060513
ｂ■一二‐●一■●■■■｡■■■■■ニーユーa

20060821

20060823～20060929

20060929

46.5

292

3５

愛大埋文報ＸⅧ
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愛大埋文報ＸⅧ

00606

00607

00608

00609

００６１０
Ｆ｡｡‐■■■■■ロロ｡■■1

００６１１

00612

00613

00614
■●Ｃ一つ●｡‐■●‐マーロ0

00615

寺
一
信

畑
一
重

樽味

樽味

城北

城北

城北

城北
ＤＣ｡‐②●●‐●←字q

樽味

城北

樽味８次

樽味

文京

文京３０次
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文京３１次

文京

樽味

文京

確認

立会

本格

立会

立会

本格

立会

立会

立会

立会

医学部及び附属病院敷地内の電柱建替工事

総合研究棟改修工事

農学部附属農業高校ボイラー室新設工事

教育学部４号館耐震補強工事
■‐①一｡一｡一争の今←●･今ＣＧ●一一◆牢寺●ゆむＣウー昏＝ごロロ■■■■■宮■I■■■ロー■‐Ｃ‐■｡一‐ーゆ｡●●｡●凸●●一■･‐字｡◆‐つつー●中●●つつ■‐‐や■｡■■‐‐■■‐■■‐.■I■■■ロロ■■ー巴■I■｡●｡｡｡‐●●今凸心●●中

宮前川架橋取設他工事

法文学部２号館非常階段取設工事

屋外施設等取設工事

総合研究棟改修機械設備工事

理学部総合研究棟（Ⅱ期）等改修電気設備工事

20060929

20061109～20061110
■ロー■■■■二一｡ーユニ■ニニー‐■‐■●卓一●●■｡｡｡■｡■ご凸｡●－･ロや｡｡■｡｡●●←●つつq

20061204～20070126

20061221

20070126

20070205～20070208

20070208～20070226

20070219～20070220

20070226～20070302

20070307

2750

１８

4２

１２

17.7

2５

８

21.6

5.4

愛大埋文報ＸⅧ
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00701

00702

Ｏ０７０３
ＦＣ－●｡｡●ヤロロロ■■■,

00704

00705

00706

00707
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00709

00710

00711

00712

00713

00714

00715

城北
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持
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城北
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城北

樽味
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御幸

文京

持田団
地構内

文京
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２次
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文京３２次

文京３３次
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文京３４次

樽味

樽味

試掘

試掘

試掘

試掘

試掘

試掘

試掘

立会

本格

本格

本格

本格

試掘

立会

確認

共通教育講義棟耐震補強工事計画
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教育学部附属小学校本館等耐震改修その他工事
計画

｡一一●←全一●●‐●つ●ーゆマーーーぞ一己‐‐･■‐■■■ロロロー■‐■■■■■ニロー｡一●~⑤■●●一●っ字一宇中ウーー香①‐●‐ロー■■｡■｡｡‐●■ー｡●●●●一｡｡●｡●｡●●q=-少し_」｡■■■Ｌ-1口｡'■■■ーＦ一旬｡､一一七,一ﾛｒ手

法文学部講義棟耐震改修その他工事計画

工学部２号館耐震改修その他工事計画
■●ー.■‐‐■■＝‐｡■ロー●阜中や－つ●勺÷Ｃ●つ●Ｃ●＝⑤ロロロロロロマ一｡■』■■ロロロ■■ー･■■ー｡■‐‐一｡●凸｡ｃｃ‐●◆字①｡●Ｃ‐●画マーロ●‐由ロ■■■■■■･一－１口■■■「一■■一可■写ＣＣＩ一二・つ●●‐正二つ■b匹二コＬ÷一一一

教育学部２号館耐震改修その他工事計画

附属図書館耐震改修その他工事計画
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共通教育管理棟耐震改修その他工事計画
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弓道場的場防矢ネット取設工事

教育学部附属小学校本館等耐震改修その他工事
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附属図書館耐震改修その他工事
つロ｡‐‐■‐＝‐ー■■■■■■■＝｡｡●巳ニニーロ■｡▲凸＝凸凸●凸一年全＝字ＣＣＧ‐●ー‐マーーウ寺■香●‐守｡‐｡＝■｡■‐■②■｡■｡■Ｆ一旬ロロ｡●由一▲行三や今｡●一芸つぐニュー■●一宇句一宇一一D申I--D＝－－｡Ｌ一寺Ｌ_⑭qＨ

法文学部講義棟耐震改修その他工事
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Ⅳ文京遺跡における縄文時代後期の

稲作農耕空間の探求

はじ

愛媛県松山市に所在する文京遺跡は、縄文時代前期

～中世の複合遺跡で、道後平野（松山平野）を流れる

石手川が造る扇状地の扇央部に位置する（図47)。と

くに、弥生時代中期後葉～後期前葉の大型掘立柱建物

を中核として展開する集落跡は、当該期に西日本各地

で登場する大規模集落の内実を具体的に知ることがで

きる好例として高く評価されている。

その一方で、大量の弥生時代以降の遺物に混じり、

縄文時代中期末～晩期の土器が出土することが知られ

ていた。1989年、文京遺跡南部に位置する11次調査地

点では、弥生時代以降の遺構が掘り込まれる黄褐色の

土層群から、屋外炉３基とともに、縄文時代後期の津

雲Ａ式などの土器、そして石皿・磨石がまとまって出

土した。

その後、縄文時代の遺構・遺物の調査事例はそれほ

ど多くはなかったが、2000年度に行われた文京遺跡北

東部の21次調査地点では、黄褐色の土層群内で土壌を

確認できるとともに、掘り形の輪郭は判然としないが

焼土塊や炭化物が集中して出土する遺構も検出でき、

縄文時代中期末～後期の土器が出土した。また、翌

年調査された隣接する24次調査の成果と併せ、黄褐色

の土層群の堆積構成を把握できた。さらに、２００６～

2008年度には、遺跡南東部の１１次調査地点周辺で集中

して黄褐色の土層群の調査が行われ、中でも31次調査

では黄褐色の土層群の中に上下２層の撹祥痕跡を持つ

土壌化層を確認できた。下層の土壌化層からは、縄文

時代後期の縁帯文土器が比較的まとまって出土した。

以上の発掘調査によって、黄褐色の土層群が縄文時
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宇田津徹朗

外山秀一

田崎博之

めに

(宮崎大学農学部）

(皇畢館大学文学部）

(愛媛大学法文学部、埋蔵文化財調査室）

代後期の遺構･遺物を包含することと、その堆積時期、

堆積要因・堆積過程，堆積様式・堆積サイクルといっ

た堆積層相が把握されてきた。土壌化層の存在、そし

て撹枠痕跡などの堆積土層の利用痕跡も明らかにされ

てきた。

さて、執筆者の一人である宇田津（地域農学・農業

技術史）は、2005年度から科学研究費補助金基盤研究

(B）「縄文時代の稲作マップ作成に向けた実証的調査

研究」（研究課題番号：17300290）を得て、外山（地

理学）・田崎（考古学）を分担研究者として４年間の

共同研究を開始した。本研究では、

①西日本の分析試料（縄文時代後期～晩期遺跡の土

器および土壌）を広く収集すること

②収集した試料についてプラント・オパール分析

図４７道後平野の地形と文京遺跡の立地



（定量分析、土器胎土分析）を実施し、西日本に

おける縄文時代後期～晩期の稲作遺跡の分布を調

査し、縄文時代の稲作マップ作成におけるデータ

を整備すること

③イネのプラント・オパールが確認された遺跡の立

地環境から、縄文時代稲作の生産空間についての

具体的な検討を行うこと

が計画され、最終的には、縄文時代の稲作農耕空間を

明らかにできる遺跡や地域を絞り込むことが目指され

た。ところが、研究期間中に当該期の調査事例は少な

く、収集する試料のほとんどは土器試料で、士壌試料

は限られていた。１年目の研究成果を持ち寄った検討

Ⅳ文京遺跡における縄文時代後期の稲作農耕空間の探求

会では、研究の最終目的である縄文時代稲作の生産空

間を把握するためには、調査時に土層観察を行いなが

ら試料採取を行う必要があるとの認識が共有されるこ

ととなった。

そうした中で、文京遺跡で21次調査の土壌試料か

らイネのプラント・オパールが確認されたこと、２００６

～2008年度に縄文時代後期の黄褐色の土層群の調査

が予定されていることから、集中して試料収集と分析

を進めることとなった。

本稿では、文京遺跡におけるプラント・オパール分

析の成果を報告し、縄文時代後期の稲作農耕空間の可

能性を考える。

１プラント・オパール分析について

（１）プラント・オパールについて

イネ科、カヤツリグサ科などの草本やクスノキ科、

ブナ科などの木本の中には、土壌中の珪酸を細胞壁内

に蓄積する性質をもつものがある。これらの植物では、

珪酸の蓄積が進むと、体内に細胞の形をとどめた非晶

質の珪酸（SiO2）の殻が形成される。これらは、植物

学上、植物珪酸体（silicabody）と呼ばれている。こ

れらの植物珪酸体は植物体が枯死し､分解された後も、

その組成から化学的、物理的な風化に強く、条件がよ

ければ半永久的にその形態的な特徴をとどめたまま、

土壌中に残留する。植物珪酸体が土壌を構成する土

粒子となったものがプラント・オパール（plantopal）

である。

プラント・オパールの大きさは、由来する細胞によ

るが、２０～100ミクロンで、土壌を構成する細砂およ

びシルト粒子の大きさに相当する。また、比重は2.38

前後（土壌を構成する一般的な鉱物や粘土鉱物の比重

が2.0～4.0）である。このように、その大きざや比重

から見ると、プラント・オパールは、土壌の構成する

平均的な粒子である。

プラント・オパールの利用であるが、前身である植

物珪酸体の形や大きざは、由来する植物や細胞によっ

て異なることから、遺跡土壌などから検出されたプラ

ント・オパールを調べることで、土壌が堆積した期間

に存在した植物(給源植物）を同定することができる。

また、ガラスとほぼ同じ耐熱性をもつことから、焼成
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温度が800℃以下の土器であれば、その胎土からの検

出と同定も可能である。同定は､光学顕微鏡を用いて、

プラント・オパールをlOO～400倍に拡大し、その断

面形状、裏面の模様などを、現生植物から作成した植

物珪酸体標本と比較して行う。プラント・オパールは、

結晶構造を持たないため、偏光装置を備えた光学顕微

鏡を用いると、その色の変化から、他の土壌中の鉱物

(結晶構造をもつ）と識別することが容易である。

検鏡用プレパラートは、オイキット（EUKITT）

という封入剤に試料を展開し作成する。封入剤には、

カナダバルサムなども使用されているが、オイキット

は、屈折率が火山ガラスとほぼ同じであり、火山ガラ

スを光学的にマスクすること（見えなくする）ができ、

検鏡効率を高めることができる。また、この封入材は

粘‘性があるため、柄付き針などで、カバーガラスに力

を加えることで、プラント・オパールを回転させ、同

定のＫＥＹとなる断面や裏面を観察することができる。

（２）プラント・オパール分析法の概要

プラント・オパールの中でも、イネ科植物について

は、葉身中の機動細胞に由来する植物珪酸体（機動細

胞珪酸体）から同定できるものが多く、イネなど農耕

に関わる植物の同定も可能である。こうした特性を利

用して古代の植生や環境、農耕を推定・復元する方法

をプラント・オパール分析法（あるいは植物珪酸体分

析法）という。分析方法には、土壌や土器に含まれる



‘錘嘩、鋒％封雷!‘…′

溌ふく』 期課

B､錘

、識洲|，

いる部分

写真１８５土器胎土分析における試料の処理過程

(上段：土器試料の切断前、下段：切断・表面の除去・洗

浄処理後）

プラント・オパールの種類と量を調べる定量分析や土

器胎土分析法、栽培されていたイネの亜種を推定する

形状解析法がある。

１）定量分析法

定量分析法は、風乾分析土壌ｌｇ当たりに含まれる

各種イネ科植物由来のプラント・オパールを定量する

方法である。

定量法には、ガラスビーズ法を用いる。ガラスビー

ズ法では、風乾分析土壌１９当たりに約30万個のガラ

スビーズを混入する。ガラスビーズは平均粒径がプラ

ント・オパールと同じ３０～４０ミクロンに調整したも

ので､組成も同じガラスである。そのため､ガラスビー

ズは、分析試料の調整作業にともなう物理的・化学的

影響をプラント・オパールと同じように受けると考え

ることができる。したがって、土壌中のガラスビーズ

とプラント・オパールの数の比は、調整前と調整後で

変化しないという仮定が成り立つ。この仮定から、顕

微鏡観察で計数されたプラント・オパールとガラス

ビーズの数から、風乾土壌１９に含まれる各種イネ科
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植物由来のプラント・オパールの量（密度）を算定す

ることが可能となる。

土壌にガラスビーズを混入した後は、水と水ガラス

を加え、超音波（250Ｗ，３８KHZ）を20分程度照射し、

プラント・オパールに付着した粘土粒子を除去する。

水ガラスは粒子を分散させ、超音波処理の効果を高め

る働きをしている。超音波を照射した後、ストークス

沈底法を用いて､１０ミクロン以下の粒子を除去した後、

乾燥し、定量分析用試料とする。

通常の土壌は以上の処理を行うが、有機物が多い土

壌の場合には、試料を秤量した後に電気マッフル炉で

焼成（550℃で４～６時間）すると、良好な分析試料

を得ることができる。

今回、文京遺跡の土壌試料を分析するにあたっ

て定量の対象とした主要なイネ科植物は、イネ

(α'ごjzz27鰹力”Ｌ)、ヨシ属（Ｂﾀzzzgm/if召s)、タケ亜科

(azzzz6zzsaiブ(先７e)、ウシクサ族（Ａ"””c1giｸ１?eae)、

キビ族（B5zfzﾉi王Iと7e）である。

２）土器胎土分析法

プラント・オパールは組成が珪酸であることから、

ガラスとほぼ同じ耐熱性をもつ。そのため、焼成温度

が最高800～1,000℃程度の縄文土器や弥生十器であ

れば、その胎土からプラント､・オパールを抽出し給源

植物を同定することが可能である。この方法は土器胎

土分析法と呼ばれる（藤原1982)。土器は考古資料の

中でもっとも出土量が多く、時期・地域色も整理され

ており、広範囲なフィールドを対象とした調査では重

要な試料となる。そのため、土器胎土にイネのプラン

ト・オパールが含まれていた場合、「少なくともその

土器が製作される以前にイネが存在していた｣、「イネ

の葉は、交易等で移動することは考えにくいため、土

器が製作・使用されていた地域内で稲作が営まれてい

た」と考えることができる。

ただし、土器胎土分析法は考古資料の破壊分析であ

るため、土器を分析試料として収集する場合、提供先

に破壊分析であることを伝え、その上で協力を依頼す

る必要がある。分析に供する土器片は、部位によって

異なるが、一辺４～５cm程度のものが望ましい。この

大きさであれば、その一部を分析に用い、残りは追試

用（分析結果に疑義が生じた場合に、他の研究者によ

るクロスチェック）として保管することが可能である。

分析試料の作成では、土器を切断し、その一方の土

器片の表面を、ダイヤモンドカッター等を用いて完全



に除去する（写真185)。これは、後代の土壌による土

器の汚染を除くためである。次に、土器を低圧状態で

吸水させて膨軟化し、土壌の状態に戻す。土壌に戻し

た後は、前述の定量分析と同様に調整し、分析試料と

する。

３）形状解析法

アジアの栽培イネ（clrご〃s肋tﾉ;7Ｌ）にはインデイ

カ（血北a）とジヤポニカ（./をzzﾌα2/i麺）と呼ばれる２

つの亜種が知られている。両者の間には、栽培条件や

栽培技術に違いがあり、イネの亜種が明らかとなれば、

稲作の伝播や変遷を解明する上で有効な情報となる。

これまでの研究により、イネの機動細胞珪酸体（プラ

ント・オパールの前身）の形状には、亜種によって典

型とされる珪酸体の形状に違いがあることが明らかに

されている（宇田津2003、Udatsul993、図48)。

また、形状の差異を利用して亜種を判別する方法

(判別率80～90％）が確立されている（王ら1996)。

この方法により、土壌や土器胎土から検出されたイネ

プラント・オパールの形状から、当時栽培されていた

イネ亜種を推定することが可能である。実際の分析

では、試料中から無作為に抽出した50個のイネプラン

ト・オパールについて、各部形状を測定し、下記の判

別式を用いて亜種を判別する。判別に用いる形状値は

縦長、横長、側長および断面の形状を表す、ｂ／ａ（図

49のｂの長さをａの長さで除した値）である。

＜判別式＞

判別値＝0.497×縦長-0.299×横長十0.136×側長

-3.815×（b/a）8.957

判別値く０：インデイカ

判別値＞０：ジャポニカ

なお、分析結果が示すイネの亜種は、分析対象となる

土壌が堆積する期間に主に栽培されたイネを反映して

おり、結果の取り扱いの際には、この点を考慮してお

く必要がある。

（３）試料汚染（contamination）対策

農耕研究に利用されているプラント・オパールや花

粉、さらにＤＮＡ等は、顕微鏡等を用いないと捉える

ことができない大きさである。そのため、分析担当者

は、何らかの原因で分析の妨げとなる物質や他の試料

が混じり込むといった試料汚染が発生しても、それを

直接的に把握することは難しい。これは、自然科学分

析を行う者にとって、頭の痛い問題であり、試料汚染

Ⅳ文京遺跡における縄文時代後期の稲作農耕空間の探求
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iｎｄｉｃａ ｣ａｐｏｎｌｃａ

図４８イネ亜種にみられる機動細胞珪酸体の形状
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図４９イネ機動細胞珪酸体形状の測定部位

への対策は分析における最も基礎的かつ重要な課題で

ある。

プラント・オパール分析についても、さまざまな対

策を講じていているが、基本は、試料汚染が発生する

と考えられる「試料採取･採集段階｣、「試料の調整・

処理段階｣、「分析作業の段階」の３つの段階ごとに対

策を準備することである。これによって、万一、試料

汚染が発生した場合でも、原因の特定と検証が可能と

なる。

１）分析試料の採取・採集段階における対策

分析する試料が土壌であるか土器であるかによっ

て、試料汚染の対策は異なってくる。

【土壌試料の場合】

プラント・オパールは植物起源土粒子と呼ばれるよ



うに、炭化種子などと異なり、土壌を構成する粒子の

一つである。前述したように、大きさは土壌を構成す

る細砂およびシルト粒子に相当し、比重は2.38前後で

ある。火山ガラスの比重は2.6前後であり、これより

も軽い｡こうした土粒子としての性質から､プラント．

オパールが粒径や比重が近い他の鉱物粒子や粘土鉱物

と著しく異なる挙動をするとは考えにくい。

したがって、上層土壌中のプラント・オパールが下

層土壌に混入するような現象が発生した場合には、細

砂やシルトさらにプラント・オパールよりも細かな粘

土粒子も一緒に挙動しているはずである。そのため、

試料採取にあたっては、汚染の可能性の高い箇所を除

くとともに、汚染源となり得る土壌を全て採取してお

き、分析結果の相互比較から、汚染の影響を検証でき

るようにする必要がある。

そのため、まず、土層断面の観察と堆積状況を発掘

担当者と入念に検討し、汚染が疑われる箇所（表層か

ら樹木の根が進入している所や乾燥によるクラックが

認められる所など）を外して試料採取を行う。また、

土層の境界部分は、上層または下層の影響が考えられ

るため採取の対象から除く。さらに､採取の直前には、

土層表面のクリーニングを行う。以上の対策をとって

も、生物の活動など汚染の可能性を完全にゼロにする

ことはできない。そのため、特に、水田など生産遺構

面が上層にある場合には、上記の対策をした上で、水

平方向に複数の試料を採取し、試料汚染の可能性を入

念に検証する。

また、後述する文京遺跡33次調査では、木の根の影

響などが懸念されたので、小刀で土壌を一辺５cm前後

の直方体に切り抜き、その断面を観察し、影響がない

と判断される箇所を分析試料に用いる対策をとった

(写真186)。

【土器試料の場合】

土器の表面には細かな亀裂（ひび）があり、土器を

包含していた土壌中の粒子が入り込む可能性が考えら

れる。そのため､分析用の土器試料を選定する際には、

焼成のしっかりした深いひびなどがないものを選定す

るとともに､同じ遺跡の同じ型式の土器を複数選定し、

分析結果の相互比較から汚染の影響を判断する。

２）試料の調整段階における対策

土壌および土器を分析試料（プラント・オパール定

量分析）（藤原1976）に調整する方法については、す

でに述べたとおりである。調整の各工程で、試料には

１２６

騒喝運理涛燕卒:

蕊蕊：

写真１８６文京遺跡33次における試料採取状況

器具や容器が接触し、水や薬品が加えられる。そのた

め、調整段階における試料汚染対策は、各工程におけ

る異物混入を物理的に防止することに尽きると言える。

具体的には、以下のような対策が挙げられる。

①試料を入れる容器等や薬品を試料に加える際の器

具は再利用しない（原則として洗浄も汚染につな

がると考える)。

②水も異物のない精製水を使用する。

③処理の合間は、ホコリ等などが入らないように薬

包紙で封をするかガラス製のデジケータ（密閉容

器）に入れる（密閉容器等は樹脂製のものが多く

静電気などで帯電し、逆に試料汚染につながるこ

とが懸念されるために処理作業の防塵対策には使

用しない)。

土器の調整においては、さらに、包含されていた土

壌による汚染を取り除くため、土器に圧縮空気を吹き

付けて表面に付着あるいは亀裂の中に入った土壌を取

り除くこと､土器を精製水の入った使い捨てのビーカー

に入れて超音波で洗浄を行い乾燥させること、土器の

一部を切断して表面部分をダイヤモンドカッター等で

取り除くこと、表面を取り除いた土器について圧縮空

気による洗浄と精製水中での超音波洗浄を行い乾燥さ

せ分析試料とすること、といった対･策をとっている。

さて、本稿で紹介している試料調整の工程には、重

液によるプラント・オパールの濃縮処理を採用してい

ない。しかし、‐世界的には、よく用いられている処理

工程である。重液を用いて試料を処理すると、プラン

ト・オパールに近い比重の粒子だけを取り出す（試料

濃縮）ことができる。これは、検鏡観察の際に障害と

なる爽雑粒子の除去と試料に含まれるプラント・オ



パール密度が低い場合に分析の効率を高める上で、極

めて有効な方法である。

今回の分析で、この工程を採用していない主な理由

は、まず濃縮処理は、比重を調整した比重液を作成し

たり、付着した重液を希釈洗浄したりと工程数や試料

と接触する器具が多く、処理の過程で汚染が生じるリ

スクが高くなるためである。また、重液自体が高価な

ため、試料汚染を防ぐために毎回、新しい重液を用い

ることが現実的に難しい。次に、プラント・オパール

に付着した鉱物粒子や粘土鉱物を完全に除去すること

はできないため､比重によって全てのプラント・オパー

ルを完全に分離することはできない。その結果、処理

の過程で、含まれているプラント・オパールの一部が

失われてしまう。観察し易い試料を作成する上では有

効な工程であるが､必ずしも試料中のプラント・オパー

ル密度を高めることにはつながらない｡これに対して、

重液を用いずに調整した試料には、さまざまな爽雑粒

子が残っている。しかし､試料調整の工程が少ない分、

確率論的には試料汚染が少なくなるとともに、検鏡分

析量を増加させることに比例して検出力を高めること

ができる。

３）試料の分析段階における対策

分析段階における試料汚染対策の基本的な考え方

は、検鏡用のプレパラート作成時の試料汚染を防止す

るとともに、試料汚染が発生した場合に、そのことを

把握できるようにすることである。

そのため、プレパラート作成時に使用する器具、薬

品（封入剤）ならびに薬品を取り扱う器具は使い捨て
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のものを用いる。さらに、試料汚染が発生した可能性

を把握する方法としては、プレパラート作成の際に、

試料を入れないプレパラート（コントロール）を作成

し、これについても検鏡を行う。もし、ここから、プ

ラント・オパールや同じ粒径の鉱物などが検出された

場合、薬品や器具などに汚染が生じている、あるいは

手の洗浄が不十分であったといった可能性が想定され

るので、その原因を排除し、再分析を実施する。

プラント・オパール分析では、通常、風乾ｌｇの土

壌および土器胎土を調整した試料から数十枚のプレパ

ラートを作成することができる。そのため、プレパ

ラート作成時に試料汚染が発生しても、基本的には新

たなプレパラートを作成・検鏡することで、試料汚染

の回避は比較的容易である。

４）検証用試料の確保

以上が各段階における試料汚染への対策であるが、

このような対策を講じても、想定外の試料汚染が生

じることは否定できない。そのため、土壌および土

器については、未調整の試料を残しておき、調整段階

からの再分析や第３者によるクロスチェックが実施で

きるようにしている。また、定量分析を実施すること

により、断面観察によって把握できない微量な土壌の

混じり込みの可能性を客観的に判断できるようにして

いる。具体的には、上層土壌からプラント・オパール

が高密度で検出され、その直下層から極少量のプラン

ト・オパールが検出された場合などは、試料汚染の可

能性を視野に入れた考察や追加分析による検証を行う

対策を講じている。

２文京遺跡における縄文時代後期のプラント・オパール分析

文京遺跡では、遺跡全体にわたる基本層序を上位か

ら、Ｉ～Ｖ層に区分している。発掘調査にあたってはく

個々の調査地点ごとで基本層序を構成する土層群の細

かな特徴や構成ががより細かく観察されている。

Ｉ層：表土層にあたる瓦撰を含む造成土部分。

Ⅱ層：灰色系の砂篠混じりのシルト層からなる水田

層。

Ⅲ層：黒色～黒褐色系の士層。

Ⅳ層：黄褐色系の粘質シルトー細砂層。

Ｖ層：花両岩を円喋・亜円喋を主体とする砂喋層な
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いしは篠層、砂層。

また、文京遺跡が営まれた地形は、扇状地特有の帯

状・網目状に発達する旧河道を中心とする微凹地と、

その間に形成された中洲状の微高地で構成される（図

50)。微高地部分では、Ｉ～Ｖ層が確認され、Ⅱ層は

基本的には愛媛大学城北キャンパスが造成される以前

の近世以降の水田層で、Ⅲ層中からは弥生時代～古墳

時代の遺構が掘り込まれている。Ⅲ層と共通する黒褐

色系土で埋積される最も古い遺構は縄文時代晩期終末

(刻目凸帯文土器段階）のものである。Ⅳ層には縄文
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図５０文京遺跡周辺の微地形（１７～１９．２４～26が文京遺跡）

ｌ：松山城跡（旧国立病院四国がんセンター)、２：堀之内遺跡、３：カキツバタ遺跡、４：若草町遺跡２次、５：若草町遺跡３次、
６：府中町遺跡、７：若草町遺跡１次、８：勝山中学遺跡、９：松山大学構内遺跡、１０：松山大学構内遺跡３次、１１：松山大学構内
遺跡２次、１２：松山大学構内遺跡１次、１３：道後城北ＲＮＢ遺跡、１４：松山北高遺跡４次、１５：松山北高遺跡１次、１６：松山北高遺
跡２．３次、１７：文京遺跡９次、１８：文京遺跡ｌ～３．５．７．１０．１２．１４～17次、１９：文京遺跡１１次、２０：通町遺跡、２１：水口遺跡、
２２：平和通り遺跡、２３：道後樋又遺跡２次、２４：文京遺跡８次、２５：文京遺跡21.24次、２６：文京遺跡４次、２７：日本赤十字病院遺
跡、２８：城ノ内古墳、２９：城山遺跡、３０：東雲神社遺跡、３１：土器堀遺跡、３２：今市遺跡、３３：道後今市遺跡９次、３４：道後北代遺
跡、３５：（伝)樋又銅剣出土推定地、３６：道後今市遺跡１０次、３７：道後今市遺跡８次、３８：道後今市遺跡・道後今市遺跡６次、３９：道後
一万遺跡、４０:道後今市遺跡２．１１次、４１:道後今市遺跡１次、４２:道後今市遺跡５次、４３:道後今市遺跡３次、４４:道後今市遺跡４次、
４５：緑台遺跡、４６：山崎遺跡、４７：緑台遺跡、４８：土居窪遺跡、４９：緑台遺跡、５０：土居窪遺跡１次、５１：土居窪遺跡２次１．２区、
52:土居窪遺跡２次３区、５３:祝谷畑中遺跡、５４:土居の段遺跡、５５；田高遺跡、５６:道後鴬谷遺跡、５７:道後鴬谷遺跡、５８:冠山遺跡、
５９：伊･佐爾波神社裏古墳、６０：道後姫塚遺跡、６１：義安寺遺跡、６２：道後公園山麓遺跡、６３：道後湯築城跡、６４：持田遺跡、６５魯持
田町３丁目遺跡、６６：持田遺跡、６７：道後南町２丁目遺跡、６８：岩崎遺跡５．６区、６９：岩''１奇遺跡３．４区

時代中期末～晩期の遺構・遺物が包含されているが、

調査地点によって層厚や構成が異なっている。これに

対して、微凹地部分にはⅡ層が比較的厚く堆積し、そ

の下部に古代後半～中世前半の水田が埋没している地

点もある。Ⅱ層下に２次堆積したⅢ層が見られる地点

もあるが､遺跡北半部に東西にのびる微凹地（旧河道）

などでは、Ⅲ層は流失している。

こうした基本層序と微地形の中で、縄文時代の遺

物・遺構が出土している地点は、遺跡南部の法文学部

講義棟周辺（１１．３１．３３次調査区ほか)、中央部の共

通教育管理棟～教育学部本館周辺（34次調査Ⅳ区・３７

次調査区、00707調査６トレンチ)、北西部の第一体育

１２８

館周辺（９次調査区ほか)、そして北東部の理学部構

内（２１．２４．３５次調査区ほか）である。今回、１１．２１

次調査出土の土器と土壌、３１．３３．３４．３５．３７次調査

および00707調査では調査時に土居の堆積層相を観察

しながら土壌試料を採取してプラント・オパール分析

を行うことができた（図51)。

（１）１１次調査

１１次調査地点は、遺跡南東部の現在の法文学部２号

館北側に位置する。遺跡全域の基本層序に対応するＩ

層（表土層)、Ⅱ層（赤褐色土層)、Ⅲ層（暗茶褐色土

層)、Ⅳ層（黄褐色～明褐色の粘質土および砂質土)、
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室1990,図52)。

調査では、Ⅲ層上面でＳＤ－０１．０２号溝を検出した。

灰色砂で埋まる浅い溝で、中世と考えられる須恵質土

器の婆が出土している。Ⅲ層中位～Ⅳ層上面では、弥

生時代の南北にのびるSD-03号溝、ＳＫ－０２．０３号土壌

X=94035 門

図５２文京遺跡１１次調査平面図および士層断面図

X=94032
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Ｖ層（灰色砂喋層）の堆積を確認できた。Ⅳ層は、Ⅳ

－１層の黄褐色粘質土居、Ⅳ－２層の黄褐色砂質土層、

Ⅳ－３層の明褐色粘質土層、Ⅳ－４層の黄白色砂質土

層から構成される。ただし、Ⅳ‐３層は調査区の西半

部分にしか堆積していない（愛媛大学埋蔵文化財調査
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表１１文京遺跡１１次調査分析試料一覧およびプラント・オパール定量分析結果

試料
NOL

出土層
位・遺構

試料
<種別（器種）・提供試料の状態〉

時期

１ Ⅳ層
土器
(有文
深鉢）

注記「Ｃ区129.8P-458｣、胴
部片の一部

縄文後期
前葉（津

２ 〃 〃

３ 〃 〃

４ 〃 〃

５ 〃 〃

６ 〃 〃

（報告書）図50-Ⅲ77,胴部
の一部

注記「C区l472P-701｣、胴
部片の一部

注記「Ｃ区129.1P-452｣、胴
部片の一部

雲Ａ式）

〃

〃

〃

〃

〃

７ 〃 土器

（報告書）図45-Ⅲ１９、胴部
片の一部

（報告書）図45-Ⅲ20、口縁
部の一部

注記「C区143.3P-553｣、底
部の一部

縄文後期
前葉

８ 〃 土壌
注記「NC136｣、炭化物付着 縄文後期
の土塊の一部 前葉

９ 〃 〃
注記「C区黄褐色土中層第
７面N0,38｣、土塊の一部

〃

などを検出した。ＳＫ－０２．０３号土壌からは、弥生時代

中期末の土器とともに分銅形土製品と板状鉄斧が出土

している。

Ⅳ層では、Ⅳ－２層上面でSF-01号屋外炉、Ⅳ－２層

中面でSF－０２．０３号屋外炉が出土した。また、Ⅳ－１

層下半から縄文時代後期の遺物が出土し始め、Ⅳ－２

層でもっとも多く、Ⅳ‐３層には若干の遺物は含まれ

るものの、Ⅳ－４層からは遺物は出土していない。ま

た、遺物は調査区南東隅のＶ層（灰色砂喋層）の落ち

込みに対応するように、揺り鉢状に埋没していた。土

器は縄文時代後期の津雲Ａ式新段階に属し、南西四国

の平城Ⅱ類に類似した資料も含まれる｡その他､石皿・

磨石が出土している。

以上の１１次調査については、埋蔵文化財調査室に保

管されていた土器７点、土壌２点を分析試料とし、プ

ラント・オパール定量分析を行った（表11,図53)。

その結果､いずれの試料からもイネのプラント・オパー

ルは検出されなかった。

しかし、土器胎士のプラント・オパール組成に大き

な違いが認められる。試料３と試料６からはプラン

ト・オパールがほとんど検出されていない。その一方

で､残りの５点の土器からは、かなりの密度でヨシ属、

タケ亜科、ウシクサ族等のプラント・オパールが検出

されている。特に、試料４は、その密度が顕著に高い。

土壌については、シイ属やクスノキ科の樹木由来のプ

１３２

備考

図53-3

図53-4

図53-5

図53-6

図53-1

図53-2

図53-7

プラント・オパール定量分析結果単位：（個/g）

イネ

(αa””）

０

０

０

０

０

０

０

０

０

ヨシ属

(〃r２忽）

381

０

０

０

０

０

664

０

575

1,906

1,215

０

4,376

484

０

3,322

812

０１

3,050

3,646

０

18,233

484

０

０

０

1,150

キビ族
(Rzfzjf）

０

０

０

1,459

０

０

０

０

０

樹木

０

０

０

０

０

０

０

2,435

０

ラント・オパール（写真191-1.2）が認められる。

（２）２１次調査

２１次調査地点は、遺跡北東部の現在の理学部構内で

も東端に位置する。2001.2002年度にわたって発掘調

査が行われている。調査面積が広いＩ．Ⅱ区では基本

層序Ｉ～Ｖ層を確認できた（愛媛大学埋蔵文化財調査

室2003,図54-2)。

Ｉ層：表土層にあたる瓦喋を含む造成士部分。

Ⅱ層：理学部造成以前の灰色系の近世～近代の水田

層で、Ｉ区西半部のⅡ層．Ⅲ層問には、部分

的に古代～中世の水田もしくは畠層と考えら

れる黒褐色砂質シルト質土のⅡ'層がみられ

る。

Ⅲ層：弥生時代～古墳時代の遺構・遺物を包含する

黒色～暗褐色系の土層。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質土層で、Ⅳ‐１～Ⅳ

－６層から構成される。Ⅳ－１層～Ⅳ－４層は

調査区のほぼ全域に分布し、Ⅳ－５．６層は

Ｖ層が低く窪むＩ区南西部に堆積する。Ⅳ－

１．２層、一部Ⅳ－３層から焼土塊や炭化物

片が出土し、Ⅳ層内の遺構であることを確認

できた。なお、Ⅳ－５層では縄文時代前期の

彦崎ＺⅡ式段階の遺物溜りが出土した。

Ⅳ‐ｌ層：明黄褐色砂質シルト。Ⅲ層との漸移層。
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２：文京21次SX-400No,５

３：文京21次SX-400No,２

提供試料破片今
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写真１８７文京遺跡21次調査のプラント・オパール分析土器試料

Ⅳ－２層：にぶい黄褐色砂質シルト。Ⅳ－１層とは

砂喋・細砂が多く混じる点が異なる。

Ⅳ－３層：明黄褐色や黄灰色‘の細砂・粗砂・小篠か

らなるレンズ状ブロックから構成される。

Ⅳ－４層：にぶい黄褐色砂質シルトで、部分的に細

砂・粗砂・小喋のラミナがみられる。

Ⅳ－５層：にぶい黄色や浅黄色シルト。

Ⅳ‐６層：Ｖ層直上に堆積するにぶい黄色や浅黄色

の砂質シルトで、細砂が多く混じる。

Ｖ層：Ⅳ層下の花両岩を主体とする砂喋と喋層。

Ⅲ層～Ⅳ層上面で弥生時代～中世の竪穴式住居跡３

棟、土壌50基、溝10条、旧河道１条などが出土してい

る。その中で、旧河道のSR-17は、弥生後期終末を前

後して最終的に埋没するが、その下層で縄文時代晩期

終末の遺物包含を確認し、SX-400とした（図54-1)。

SX-400とした土居群は、基本層序Ｖ層の喋層が北

１３４

に向かって急激に落ち込み、その窪地が砂喋層（後述

する35次調査のSR-201）が埋積された後、その上部

に堆積した土層群である。Ｉ区北東部の調査区壁面で

は、①～⑤層に分層できる（図55)。①層は上層のSR

-17の下底部で削り残された堆積物で、比較的狭い範

囲にしかみられず、遺物も少ない。②～④層は、SR-

l7下面全面に広がり、Ⅳ層が北側に向かって緩やかに

低くなる斜面に堆積した土層である。また、③層は、

北側では灰色や灰黄色の粗砂、暗褐色の細砂のブロッ

クが挟まり、④層は、南半部では粘質シルト、北半部

では砂質シルトヘ変化する。北半部に堆積した③．④

層はかなりの流水の影響を受けながら堆積したものと

考えられる。また､⑤層は、上半はシルト質であるが、

下半は砂粒を多く含み、黄褐色粗砂層に変化する。砂

喋混じりの砂質シルトと粘質シルトがほぼ水平に薄い

縞状に堆積していることから、微凹地内が沼沢化と湿
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地化を繰り返す過程で堆積したものと考えられる。

遺物は②～④層を中心として出土し、⑤層ではほと

んどみられない。しかも、遺物は、Ⅳ層の落ち際に沿

うように集中する。旧河道の落ち際に生活残津として

投棄されたものと判断できる。出土遺物は、縄文時代

晩期終末の刻目凸帯文土器段階でも後半期に比定でき

る土器ばかりで、他にサヌカイト小片や炭化物片があ

る。土器は細片化したものもあるが、比較的大形の破

片に接合・復元できるものが多い。その中で、浅鉢２

点、壷１点、深鉢１点の計５点の土器を選び、プラン

ト・オパール分析を行った（表12-試料１～５、写真

187)。

一方、前述したように、Ⅳ層は６層の土層群から構

成され、調査開始直後、Ｉ区北西隅の撹乱部壁面でⅣ

－２層上面～上半部から掘り込まれた遺構（SK-401号

土壌）を確認していた（図54-2)。

Ｉ区南半部に広がるⅣ－１層を掘り下げると、土

器・焼土塊・炭化物が点々と出土した。しかし、土器

はいずれも弥生土器の小指先大の小片で、窪みや亀裂

の中に落ち込んだもので、Ⅳ層に伴うものではない。

これを除くと、確実にⅣ－１層中の遺物と判断できる

ものは、焼土塊と炭化物の細片ばかりである。Ｉ区北

半部では、Ⅳ‐２層上半を２５～35cm掘り下げ、遺構

検出を行った結果、土壌４基（SK-401～403.407)、

小穴３基（SP-406.408.409）を確認できた。さらに、

炭化物と焼土塊が集中するSX-410～416が出土した

(図54)。これらの遺構から出土した土器は縄文土器で

ある。小片ばかりで、遺構の時期を決定するには決め

手を欠くが、層序関係から縄文時代後期の遺構と考え

た。

以上の遺構の中で、比較的明確に掘り形を確認でき

たＳＫ-401.402号土壌から出土し埋蔵文化財調査室に

保管されていた土壌試料を、プラント・オパール分析

の試料とした。

SK-401号土渡は、調査着手直後、Ｉ区北西隅の撹

乱部の壁面で、Ⅳ－２層中に掘り込まれたことを確認

していた（図56)。しかし、Ⅳ‐２層上面では、生物

擾乱で上層のⅢ層が落ち込み、径2.5ｍほどの範囲で

図５６文京遺跡21次調査ＳK-401.402実測図
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表１２文京遺跡21次調査分析試料一覧およびプラント・オパール定量分析結果
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〃

１３６

れたような状態で検出され、土壌底近くから縄文土

器の小片が１点出土した。SK-402号土壌内から出土

した焼土塊でも、R-179として土壌底近くで出土した

焼土塊及び周辺の土壌を分析試料とした（表12-試料

９．１０)。

以上の21次調査で分析試料とした土器試料５点、土

壌試料５点の定量分析の結果では、いずれの試料から

もイネのプラント・オパールは検出されなかった（表

写真１８８文京遺跡21次調査SK-401出土の試料６から検
出されたイネのプラント・オパール

〃

尚

０〃〃

届､■

焼土の小塊や炭化物の小片が散漫に分布するだけで、

平面的に掘り形の輪郭を明らかにできなかった。そこ

で、Ⅳ－２層を25cmほど掘り下げ、ようやく焼土塊や

炭化物が多く混じる土塊が集中する輪郭線を確認でき

た。埋土は、Ⅳ－２層と比べて、やや暗色のにぶい黄

褐色砂質シルトで、砂喋はあまり混じらない。以上の

SK-401号土壌で、R-l612として採り上げた土壌下半

部で炭化物が集中する土壌を分析試料とした（表１２‐

試料６～８)。

SK-402号土壌は、SK-401の東側に位置する。Ⅳ－

２層を掘り下げ中に焼土塊が出土し始め、その時点で

平面での検出に努めたが判然としないため、Ⅳ－２層

上面から25cmほど掘り下げて焼土塊の周囲を精査し、

Ⅳ－２層よりも若干濁りのある砂喋まじりの鈍い黄褐

色シルトの広がりを遺構の範囲と考えた（図56)。し

かし、埋土はⅣ－２層と比べて砂篠が少なめなこと、

土色がわずかに濁っていることで判断できる程度であ

る。また、長辺96cm、短辺66cmの掘り形の輪郭を確認

したが、Ⅳ－２層の掘り下げ中に出土した焼土塊や炭

化物の分布状況から、北側へやや張り出した浅い舟底

状の土壌と考えられる。土壌底は１～２cmの凹凸がみ

られる。土壌内の北西側に拳大以上の焼土塊が投棄さ
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12)。しかし、定'性分析（イネのプラント．オパール

の有無を調べるために行った追加検鏡）では、SK-

401号土壌の試料６からイネのプラント．オパールが

検出された（写真188)。

（３）３１次調査

３１次調査地点は、遺跡南部の11次調査地点から南西

に20ｍほど離れ、法文学部２号館の南西隅に位置する

(愛媛大学埋蔵文化財調査室2008)。２号館建物余掘り

沿いの南北長4.5ｍ、東西幅１ｍほど狭い調査区であ

る。基本層序Ⅱ層は削平きれていたが、Ｉ．Ⅲ．Ⅳ層

の各層位を確認でき、

Ｉ層：表土の瓦牒および真砂土からなる造成土。

Ⅲ層：径１mm前後の砂諜が混じる暗褐色シルト質砂

質土で、土壌化が進む。弥生時代～古墳時代

の遺構・遺物を包含する土層。

Ⅳ層：明黄褐色～明黄褐、あるいは黄灰色の砂層や

砂質シルト層から構成される。

の堆積土層の構成を観察できた（愛媛大学埋蔵文化財

調査室2008)。

Ⅲ層中には弥生土器などの遺物が包含されており、

Ⅳ層の上面で土壌６，柱穴７，小穴15を確認できた。

いずれもⅢ層と近似する砂喋混じりの暗褐色シルトを

主体とする埋土で、弥生時代中期後葉～後期前葉ある

いは古墳時代後期の遺物が出土している。

調査に着手直後、余掘り壁面でⅣ層中に土壌化層が

挟まれていることを確認できた(図58)。そこで､再度、

Ⅳ層の堆積層相を検討し、その結果を踏まえ土壌化層

を中心とする試料採取計画を立案し、採取と分析を実

施することとした。

士層の堆積状況を検討した結果、Ⅳ層は、Ⅳ－１～

Ⅳ‐４層に分層でき、さらに細別できる（図５７．５８)。

Ⅳ－１層：明黄褐色砂質土。砂‘性は強くきめは細か

い。下層のⅣ－２a層よりもわずかに粘性

をおびる。縄文土器と考えられる土器の

小片や炭化物がごく少量出土している。

Ⅳ－２層：明黄褐色砂質土。砂質が強く、きめは細

かい。粘』性はない。土器片を含む。Ⅳ－２

ａ層とⅣ－２b層から構成される。Ⅳ‐２a層

は明黄褐～黄灰色砂。粘性はない。砂性

が強い。Ⅳ－２b層は黄灰色砂質土。Ⅳ－２

ａ層に比して、わずかに粘性をおびる。縄

文土器と考えられる土器の小片や炭化物

Ⅳ文京遺跡における縄文時代後期の稲作農耕空間の探求

１３７

がごく少量出土した。

Ⅳ‐３層：シルトないしは砂質シルト層で、上部の

Ⅳ－３a層と下部のⅣ－３b層から構成され

る。Ⅳ－３a層は明黄褐色シルト。きめが

細かく、粘‘性がある。Ⅳ‐３b層最上部が

調査着手直後に確認した土壌化層にあた

る。Ⅳ－３b層上面まで掘り下げて精査し

たところ、土壌状や小穴状の落ち込みを

確認でき、SK-lO1、１０４．１０８．１１４号土

壌、ＳP－１０２．１０６．１０７．１０９～１１３．１１５

号小穴として調査を進めた。また、Ⅳ－３

ｂ層は余掘り壁面では一括しているが、シ

ルトと砂の互層堆積で、調査区西壁面と

南壁面では、Ⅳ－３b①～⑭層から構成さ

れることを確認できた。全体としてⅣ－３

ａ層と比べて粘性が弱く、土質のきめは細

かい。

Ⅳ－４層：黄灰色～にぶい黄色の砂層である。Ⅳ‐

４層は東西方向の自然流路の堆積物と考

えられる。Ⅳ‐４a層～Ⅳ－４c層から構成

される。Ⅳ－４a層は黄灰色砂層で、径0.1

ｍｍの砂粒からなる。ラミナが顕著に発達

する。Ⅳ－４b層はにぶい黄砂層と黄灰色

砂層の互層堆積で、ラミナが顕著に発達

する。Ⅳ－４c層はにぶい黄砂層で、きめ

が細かく、しまりがある。

前述したように、Ⅳ－３ｂ層最上部の土壌化層は、

平面的には土壌状や小穴状の遺構と捉えることができ

た。小穴と比べて、土壌埋土は土壌化が進んでいる。

余掘り壁面で確認できたSK-lOl号土壌は、長辺97ｃｍ

の細長い隅丸長方形を呈する。ＳP－１０６．１０７に切られ

る。底面はやや南にむかって低くなり、小さな凹凸が

みられる。埋土は、暗褐色シルト質土で、粘‘性をおび

る。土壌内全面から、縄文土器や炭化物の小片が出土

している。SK-101号土壌の下層で出土したSP-102号

小穴は、下半部は灰褐色砂質シルトで、わずかに粘性

をおび、上半部は明黄褐色砂質土のブロックを主体と

する。小指先大の円喋や縄文土器片、ｌ辺５cmほどの

炭化物片を少量含む。また、SK-104号士墳は、長き

95cm、幅30cmの溝状の土壌である。底面は南に向かっ

て緩やかに低くなり、かなりの凹凸がある。埋土は暗

褐色シルト質土で、粘‘性をおびる。下半部を中心とし

て炭化物片が多く出土した。北側でSP-115が重複す
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イネのプラント・オパールが検出された（表13)。

調査区南壁面でも、Ⅲ層からⅣ‐３b③層までNO101

～114の試料を採取するとともに、西壁面で土壌化し

たⅣ－３b⑦．③層に焦点をあて、NO116～118の試料

を採取した。これらの試料では、Ⅳ‐３b⑦。③層で

はイネのプラント・オパールは検出されず、上層のⅣ

－２a層下部でイネのプラント・オパールが検出され

た（表13)。

SK-lO1埋土最下部の試料NO21と、Ⅳ－２a層下部の

試料NOlO7のイネ（写真191‐５～９）の検出密度は、

21次調査の試料と比べ、定量分析で十分に検出できる

密度（土壌１９あたり1,000～3,000個）であった。こ

れは、刻目凸帯文土器～弥生時代の水田遺構の探査の

実績値に照らせば、水田遺構の検出例もある値である

(都城教育委員会2006)。また、試料汚染の可能性であ

るが、イネのプラント・オパールが検出された土層に

影響を与えうると考えられる上層の土壌からはイネの

るが、先後関係は不明である。

こうした土壌化層を埋土とする遺構の下層には、Ⅳ

－３b①～⑭層が堆積する。この中で、調査区の西壁

および南壁で確認されたⅣ‐３b⑦。③層は土壌化層

である。Ⅳ‐３b①層は明黄褐色砂質シルトで、わず

かに粘性をおびる。Ⅳ‐３b②層は黄褐色砂質シルト

で、部分的に粘性をおびる。Ⅳ‐３b③層は黄灰色砂。

Ⅳ‐３b④層は黄灰褐色砂質土で、わずかに粘性をお

びる。Ⅳ－３b⑤層は明黄褐色砂質シルト。Ⅳ－３b⑥

層は黄灰褐色砂で、わずかに粘性をおびる。Ⅳ－３ｂ

⑦．③層は土壌化層で、南西方向に向かって落ち込み

ながら堆積する。縁帯文土器が少量出土した。Ⅳ‐３

b⑦層は褐色シルトで、Ⅳ‐３ｂ③層と比べて、淡い

褐色の土色であるが、土質は共通する。Ⅳ‐３b③層

は褐色シルト質土である。Ⅳ‐３b⑨層は、Ⅳ‐３b③

層の下部の鉄分が沈着して赤みをおびる。Ⅳ‐３b⑩

層は黄灰色砂層。Ⅳ‐３b⑪層は褐色砂質土で、明黄

褐色砂質土の小塊が混じる。Ⅳ‐３b⑫層は褐色～黄

灰色砂質土で、上層のⅣ－３b③層がしみ込んだ部分

にあたる。Ⅳ‐３b⑬層は黄灰色砂層。Ⅳ‐３b⑭層は

明黄褐色砂質シルト層である。

以上の層序関係の整理に基づいて、試料採取にあ

たっては、余掘り壁面、調査区南壁、調査区西壁につ

いて、Ⅳ－３ｂ層最上部の土壌化した遺構埋土と、Ⅳ－

３b⑦。③層の土壌化層に焦点をあてながら、試料を

採取しプラント・オパール定量分析を実施した。

まず、余掘り壁面では、Ⅲ層から垂直にⅣ－４ｂ層

までのNql～１８の試料を採取するとともに、もっと

も土壌化が進んだSK-101埋土部分でNb､１９～２２、Ⅳ‐

３b層状半部でＮｂ２３．２４の試料を採取した（図58)。そ

の結果、SK-lOl埋土部分でも最下部の試料NO21から、
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写真１８９文京遺跡31次調査で検出された風化を受けた
イネのプラント・オパール
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プラント・オパールは検出されていない。さらに、検

出されたイネプラント・オパールは、中央部分に大き

な穴が空くほどかなりの風化作用を受けており（写真

189)、観察所見からも縄文時代後期のものであると判

断される。

以上の調査結果を踏まえ、３１次調査南側で２本の補

足ボーリング調査を実施した（図57)。ボーリングで

採取した試料について分析を行った結果、Ⅳ層、Ⅳ

－２a層に相当すると推定される土層からイネプラン

ト．オパールが1,000～1,500個／ｇ検出された（表

１４)。ボーリング地点の上層は植栽された箇所であっ

たため、地表部分の土層からは高い密度でイネプラン

ト．オパールが検出されているものの、これらの層と

Ⅳ層相当層の問には未検出の層が複数存在しているこ

とから、試料汚染の可能性は低いものと考えられる。

この他、イネ以外については、いずれの調査地点か

表１３文京遺跡３１次調査分析試料一覧およびプラント・オパール定量分析結果
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(単位:個／g）

Ⅳ文京遺跡における縄文時代後期の稲作農耕空間の探求
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図６０文京遺跡31次調査余掘り壁面試料Nol～24プラント・オパール定量分析結果
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図６１文京遺跡31次補足ボーリング調査Ｐ１プラント・オパール定量分析結果
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らもクスノキ科の樹木由来のプラント・オパールが一

定の密度で検出されている。

１４３

イネ

(Qsa2ﾙ臼）

10,000

ヨシ属

(Ｒｈ姥ﾖg､）

20,000

タケ亜科

(Bam6.）

20,000

ウシクサ族

（Ａ"oｹ'α）

０20,000

キビ族

(Ｒａ"i）

１０，０００

樹木

０ ０ ０ ０ ０ 1０，０００

試
料
番
号

でも後半期と弥生時代中期後葉の溝３，土壌８、柱穴

および小穴65が出土している。

Ⅳ層中からは、縄文時代後期の遺物とともに、ＳＦ

-201.203号野外炉、SK-202号土壌が出土している。

Ⅳ層は、Ⅳ‐ｌ～Ⅳ－４層に分層でき、さらに細かな

土層群から構成される。

Ⅳ－１層：にぶい黄褐色の砂層。調査区全面を覆い、

薄く小さなラミナ層が確認でき、自然堆

積層と判断した。Ⅳ－１‐①層とⅣ‐１－

②層からなる。Ⅳ-1-①層は、にぶい黄

褐色の微細砂～細砂層で、調査区全面を

覆う。上半部は、Ⅲ層との漸移層である。

Ⅳ－１‐②層は、CF-28区においてⅣ－１

‐①層の下部に堆積する粗砂層である。

Ⅳ－２層：Ⅳ‐２a層～Ⅳ－２ｃで構成される。Ⅳ－２

ｃ層は自然堆積したシルト質微細砂層で、

Ⅳ－２a層はそれが土壌化した部分、そし

てⅣ－２ｂ層はⅣ－２ａ層からⅣ－２c層へ

の漸移的な土層である。Ⅳ－２a層は、Ⅳ

－２a-①層とⅣ‐２a-②層で構成される。

Ⅳ‐２ａ－①層は、にぶい黄燈色の細砂質

（４）３３次調査

３３次地点は、１１次調査地点から東側へ15ｍほど離れ

た法文学部講義棟北側に位置する。東西25.6ｍ，南北

幅約4.3ｍが調査され、東から西へ５ｍごとにＣＢＣＣ

……ＣＧ・ＣＨ、北から南へ同じく２８．２９に区割りされ、

調査が行われている。

基本層序Ｉ～Ⅳ層が確認されている。

Ｉ層：表土層。

Ⅱ層：近代の水田層で、下部には、鉄分・マンガン

の沈着する床土層がみられる。

Ⅲ層：暗褐色砂質シルトで、土質はしまりがある一

方で、粘性はなくサラサラした質感をもつ。

明黄褐色及び黄燈色の小指先～親指先大の小

塊と黒褐色の１cm大の塊がまばらに混じる。

Ⅳ－１層との層界は漸移的である。

Ⅳ層:にぶい黄褐色の砂層あるいはシルト質の士層。

Ⅲ層上面では古代～中世の溝４，柱穴．杭穴および

小穴28、Ⅳ層上面で縄文時代晩期末の刻目凸帯文土器

Ⅳ文京遺跡における縄文時代後期の稲作農耕空間の探求
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図６２文京遺跡31次補足ボーリング調査Ｐ３プラント・オパール定量分析結果
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表１５文京遺跡３３次調査Ａ～Ｃ地点分析試料一覧およびプラント・オパール定量分析結果

シルト質士で、調査区のほぼ全域を覆う

が、東端部にはみられない。マンガンの

斑文がみられるが、Ⅳ－２b層ほど多くは

なく、やや砂質が強い。Ⅳ－１層の層界

からのびる植物根性痕が多くみられる。

調査区西半のＣＥ・ＣＧ-28区では、Ⅳ‐２

a層の上面が、北に向かって落ち込んで

いる。また、ＣＥ・ＣＦ－２７．２８区の上面

ではかなり凹凸があるが、掘り下げても

人工的な加工痕は認められなかった。Ⅳ

－２a-②層は、明黄褐色砂質士層で、粘

性はなく、焼土や炭化物は混じらない。

Ⅳ‐２ｂ層は、Ⅳ‐２ｂ－①層～Ⅳ‐２ｂ‐

③層からなる。Ⅳ－２ｂ－①層は、にぶい

黄褐色の細砂混じりのシルト質土。調査

区の全域に厚く堆積する。マンガンの斑

文が多くみられる。炭化物の小片が点々

と混じる。Ⅳ－２ｂ層は均一のものでな

く、下部にいくほど砂質分が強くなり、

Ⅳ－２c層に近くなる。これは上部から

Ⅳ文京遺跡における縄文時代後期の稲作農耕空間の探求

試料採取
地点

試料
NCI

出土層位・遺構 時期
プラント・オパール定量分析結果単位：（個/g）

イネ

(ａｓ”殖）
ヨシ属

(ﾉz光電）
タケ亜科
(azzzz61）

キビ族

(RzKzji）
樹木

Ａ地点
ＣＦ区
余掘り
壁面

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

Ⅳ-1-①層上部
Ⅳ-1-①層中部

字◆つむ←Ｃ→Ｃっ‐●●つ字一一宇ロロ■唖●や･ゆ●ＰＧ‐心●●ゆ‐‐●‐一◆◆凸｡一●一Ｇｃ◆一Ｇつ●｡●ｃ●今｡①

Ⅳ-1-①層下部
SF-1埋十

Ⅳ-2a-①層
Ⅳ-2a-②層
Ⅳ-2b-①層上部
Ⅳ-2b-①層下部
Ⅳ-2c層

Ⅳ-3a層

Ⅳ-3b-②層上部
Ⅳ-3b-②層下部

Ⅳ-3c-①層上部
Ⅳ-3c-①層下部

縄文後期
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

693

０

０

０

492

０

565

4,377

1,819
０

０

０

788

１870

３465

798

470

1,453
984

949

１130

625

606

707

602

599

788

623

693

399

０

969

492

０

565

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

3,127
１213

３537

１807

599

１，１８１

０

693

399

940

969

０

1,424
０

Ｂ地点
ＣＥ区

余掘り
壁面

301

302

303
■■■■■昔■■■

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315
■■■＝ご○■pq

316

317

318

319

320

321

322

Ⅳ-1-①層上部
Ⅳ-1-①層中部
Ⅳ-1-①層下部
Ⅳ-2a-①層上部
Ⅳ-2a-①層下部
Ⅳ-2b-①層上部
Ⅳ-2b-①層中部
Ⅳ-2b-①層下部
Ⅳ-2c層

Ⅳ-3a層上部

Ⅳ-3a層下部

Ⅳ-3b-②層上部
Ⅳ-3b-②層下部
Ⅳ-3b-③層上部

剛
胤

層
一
層

③
一
①

『
一
一

節
一
艶

一
一
一

Ⅳ
一
Ⅳ

Ⅳ-3c-①層下部
Ⅳ-4-⑥層
Ⅳ-2a-①層
Ⅳ-2a-①層
Ⅳ-3b-②層上部
Ⅳ-3b-②層上部

縄文後期
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

縄文後期（未分析）
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

０

０

０

０

０

０

０

０

０

372

０

０

０

０

０

０

1,256

758

１117

１018

１908

１484

778

０

３297

２512

２273

1,489

509

2,543
０

1,556
744

1,648

628

０

０

０
０
》
０

０

０

０

０

０

744

０

０

０

０

０

1,648

０

758

一

Ｃ地点
ＣＧ区
余掘り
壁面

401

402

403

404

405
ＰＣ｡②争口■年q

406

407

408

409

410

411
ローヰＣＬの｡■■

412

413

414

Ⅳ-2a-①層上部
Ⅳ-2a-①層下部
Ⅳ-2b-①層上部
Ⅳ-2b-①層中部
Ⅳ-2b-①層下部
Ⅳ-2b-①層最下部
Ⅳ-3a層

Ⅳ-3b-①層上部
Ⅳ-3b-①層中部
Ⅳ-3b-①層下部
Ⅳ-3c-②層上部
Ⅳ-3c-②層中部
Ⅳ-3c-②層下部
Ⅳ-4-③層上部

縄文後期
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

718

０

０

０

０

０
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０

０

０

０

964

０

2,809

１436

１703

504

617

２056

１981

１471

１695

１333

２283

１802

964

０

０
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０

０

０

685

495
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０

０

571

０

482

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

1,124
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０

1,009
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黄燈色のシルト質微細砂層で、調査区の

全面に断続的にみられる自然堆積層であ

る。

Ⅳ－３層：Ⅳ－２層と同じく、Ⅳ－３ａ層～Ⅳ－３c層

146

で構成される。Ⅳ－３c層は自然堆積砂層

で、Ⅳ－３a層はそれが土壌化した部分、

そしてⅣ－３ｂ層はⅣ－３ａ層からⅣ－３ｃ

層への漸移的な土層である。Ⅳ－３a層は、

にぶい黄褐色の微細砂が混じる砂質シル

ト層である。下層にいくほど径0.5～１

ｍの粗砂や小篠が多く混じる。調査区の

ほぼ全域を覆う。調査区西部のＣＦ・ＣＨ

－２７．２８区では、炭化物片や焼土塊が多

く混じる。

Ⅳ‐３b層は、Ⅳ－３ｂ－①層～Ⅳ－３ｂ‐

③層からなる。Ⅳ‐３ｂ－①層は、やや明

るいにぶい黄褐色を呈する砂裸混じりの

シルト質砂で、炭化物と焼土が多く混じ

る。Ⅳ‐３ｂ－②層は、ややシルト質をお

びた微細砂層である。にぶい黄燈色を呈

し、Ⅳ－３a層の影響をうけて若干土壌

化が進む。一部小喋が混じる。Ⅳ－３ｂ‐

③層は、小篠が若干混じる微細砂層であ

る。

Ⅳ‐３c層は、Ⅳ‐３c-①層～Ⅳ‐３c‐

⑤層で構成される。Ⅳ‐３c-①層～Ⅳ‐

３c-④層は、にぶい黄燈色微細砂層であ

る。Ⅳ‐３c-①層は、やや砂混じり。下

部ほど、径0.5～１ｍの粗砂や小喋が多

く混じる。Ⅳ‐３c-②層は、①層と比べ

てやや多く砂が混じる。基本的には①層

と共通する土質である。Ⅳ‐３c-③層は

径ｌ～２cm大の小石が混じる。Ⅳ‐３ｃ－

④層は砂質分が非常に強い。Ⅳ‐３c-⑤

層は灰色の粗砂が多く混じる。

Ⅳ－４層：粗砂・小篠からなる砂喋層である。粗砂

のラミナがみられる。径３～４cmをこえ

る篠が時おり混じる。余掘り壁面と調査

区北壁で、Ⅳ‐４－①層～Ⅳ‐４‐⑬層を

観察できた。Ⅳ‐４－①層は、灰白色の微

細砂～細砂層。Ⅳ‐４－②層は、灰色の細

砂～粗砂に小喋が混じる。調査区中央部

付近に広がる。Ⅳ-4-③層は灰色砂喋層

の土壌化の影響が弱まることを示してい

る。Ⅳ‐２ｂ－②層は、CE-28区において

Ⅳ－２ｂ－①層の下部にレンズ状に堆積す

る細砂のラミナ層である。Ⅳ－２ｂ－③層

は、Ⅳ－２ｂ－①層と土質・土色が共通す

る。CE-28区の調査区北壁でⅣ‐２ｂ－②

層の下に堆積する。Ⅳ－２c層は、にぶい

表１６文京遺跡３３次調査Ｄ～Ｆ地点分析試料一覧

試鵜 采取地点 試料NbL 出土層位・遺構 時期 備考

点
区
区

地
Ｅ
査

Ｅ
Ｃ
調
北壁

801

802
巳●→●÷－ウーq

803

804

805
■■■■■‐■■■

806

Ｗ
一
肥
一
的
一
ｎ
－
ｕ

８
－
８
－
８
－
８
－
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で、調査区西端部に堆積している。Ⅳ－

４－④層は灰白色粗砂層。Ⅳ‐４－⑤層は

淡黄色微細砂のラミナ層。Ⅳ-4-⑥層は

灰色細砂～粗砂層。調査区東半部に広く

堆積する。Ⅳ－４－⑦層は淡黄色微細砂の

ラミナ層。Ⅳ-4-⑧層は灰白色粗砂層。

Ⅳ‐４－⑨層は灰白色微細砂～細砂層。Ⅳ

-4-⑩層は灰色粗砂層。わずかに小喋が

混じる。Ⅳ‐４－⑪層は黄褐色微細砂層。

調査区東半部に部分的に見られる。Ⅳ－

４－⑫層は灰白色細砂層。Ⅳ‐４－⑬層は

灰色粗砂層。

以上のⅣ層の土層内では、Ⅳ－２a層上面で短軸長

１１６cm、長軸長260cmの不整な長円形SF-201号屋外炉、

Ⅳ－３c層上面でSF-203号屋外炉、Ⅳ－３ｂ層を掘り込

む30cm×104cmの長円形のSK-202号土壌が出土してい

る。とくに、ＳＦ-201号屋外炉とSK-202号土塘は、余

掘り壁面で調査着手当初から確認できていた。そこ

で、こうした地点に焦点を絞って試料を採取すること

とした。また、近隣の１１次調査や31次調査との土層の

対応関係を把握することに努めた。

最終的に33次調査では、Ａ～Ｆ地点で試料を採取す

ることができた（図63)。Ａ～Ｃ地点は調査区南西側

の余掘り壁面である。しかし、イネのプラント・オ

（５）３４次調査Ⅳ区

３４次調査では、遺跡中央西よりにある共通教育管理

棟（現在の愛大ミューズ）周辺で発掘調査が実施され

ている。中でもⅣ区東端部では、隣接する00707調査

６トレンチでⅣ層の一部が土壌化し縄文土器が出土し

ていることから、Ⅳ層を精査した。調査地点は、１１次

調査地点から北北西に100ｍほど離れた地点にあたる

パールは検出されなかった（表15,図64～66)。一方、

調査区北壁ではＤ～Ｆ地点で分析試料を採取した（表

１６)。Ｄ地点では、Ⅳ層層準での検出数と量は少なく、

Ⅲ層より上位で検出総数が増加し、イネはⅡ層の中部

で急増する。また、Ⅳ‐１－①層の試料Nb1806からイネ

のプラント･オパール(写真１９１－３．４）が検出された。

上層の試料NO803の溝の埋土層や試料NO805のⅢ層下部

ではイネはみられず、上層からの落ち込みはないと考

えられる（図67)。Ｅ地点では、検出総数はⅣ－３ｂ‐

②層より上位で増加傾向を示す。Ⅲ層上面の遺構の埋

士層の試料Nb1602では、イネとともにヨシ属が増加し、

イネはＩ層でさらに増える（図68)。Ｆ地点では、Ⅳ

層の検出数と検出量は少なく、Ⅲ層以浅になるとイネ

のプラント・オパールをはじめとして増加傾向を示す。

とりわけ、試料恥951のイネの急増に特徴づけられる

(図69)。
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(愛媛大学埋蔵文化財調査室2009c)。

Ⅳ層の上部には、近世～近代の水田層と洪水で運ば

れた砂篠層が互層堆積するⅡ層がみられる。Ⅳ層の厚

さは70cm前後を測り、最上面では東へ向かって傾斜す

る土壌化層のⅣ-ａ～Ⅳc層を確認できた。旧河道への

落ち込み部分と考えられる。そこで、表層から垂直方

向に試料316～328の土壌試料を採取し、プラント・

オパール分析を行った（表17、図７０．７１)。

分析の結果、Ⅲ層とⅣ層でのプラント・オパールの

検出総数は少ないが、Ⅱ層上位よりイネをはじめとし

て増加する。Ⅲ層でのイネの検出はみられないが、Ⅳ

-②層の試料NO323で確認された（写真191‐４)。同層

の上位層は旧河道の落ち際に堆積した土層である。直

上のⅣ-b層（試料321)、Ⅳ-c層（試料322）からはイ

ネの検出はなく､上層からの落ち込みは考えられない。

また、クスノキ科に代表される樹木起源の疎状のプラ

ント・オパールが、僅かではあるが、各試料から検出

されている。

道路

Ｉ －－－－－
－－

Ｉ

28.00ｍ

表１７文京遺跡34次調査Ⅳ区分析試料一覧

一一へ

Ⅳ
Ⅳ

〃

1Ｖ←

１

２ rｎ

Ｉ層：表土層（造成土層）

Ⅱ－１層：近世～近代の水田層と洪水層の互層堆積。

Ⅱ-1-①層：灰オリーブ色砂質±・径５mm以下の砂喋が多く混じる。

Ⅱ-1-②層：暗灰黄色砂牒質土。若干シルト質をおびる。径３mm以下の砂喋が混じる。１ｍ大の炭化物含む。上面に鉄分が沈着。

Ⅱ-1-③層：黄褐色シルト質土。径３，１m以下の砂喋が多く混じり、砂質は強い。シルト質土の小塊が混じり、撹枠著しい。全体に鉄分の沈着。

Ⅱ-1-③，層：暗褐色砂質土。砂喋が多く混じる。土質はⅡ－１－③層に類似。

Ⅱ－１－④層：黄褐色砂磯土。１～１０mmの磯が多く混じる。

Ⅳ層：黄褐色系統のシルトー砂質シルト。

Ｉｖ－ａ層：灰黄色微細砂層。部分的にわずかにシルト質をおびる部分あり。上面には鉄分が沈着｡Ⅳ‐②｡③層相当か。

Ⅳ一ｂ層：にぶい黄色砂質シルト質土。微細砂が多く混じる｡③層よりシルト質が増し、径２mm前後のマンガン粒が多くみられる｡Ⅳ-②．③層相当か。

ＩＶ－ｃ層：オリーブ褐色シルト質土。シルト質土を斑状に含み、若干土壌化した状態。マンガン粒も少量みられ、径２mmほどの炭化物片が混じる。

Ⅳ一①層；明黄褐色シルト質土。微細砂のラミナがみられ、全体に砂質。上部の影響で鉄分が沈着。

Ⅳ-②層：黄褐色シルト質土。径１ｍ前後の砂が少量混じり、マンガン粒が沈着。

Ⅳ-③層：黄褐色砂質シルト。微細砂を多く含み、砂質強い。１～２mmの砂粒を少し含み、マンガン粒（５，前後）の沈着やや有り。

Ⅳ-④層：黄褐色砂質シルト。微細砂が多く混じり､Ⅳ-③層よりさらに砂質が増す。径１～２mmの砂牒を含み、土色はⅣ-③層よりわずかに白みを増す。

Ⅳ-⑤層：黄褐色砂質シルト。土質・土色はⅣ一④層とほぼ同じ｡Ⅳ-④層との層界には鉄分が沈着｡Ⅳ-④層も、径１～２mm前後の砂牒がやや多く混じる。

ＩＶ－⑥層：黄褐色砂質シルト。微細砂が多く混じり、とくに径１～２mm前後の砂礁が目立ち、径２ｍ大までの円磯も少量みられる。鉄分が斑状に沈着。

図７０文京遺跡34次調査Ⅳ区東端部南壁十層断面図

〃

も、６トレンチは、前述した34次調査Ⅳ区の北側５ｍ

に位置する（愛媛大学埋蔵文化財調査室2009a)。造成

土層であるＩ層を掘り上げると、近世～近代の水田層

であるⅡ層があらわれ、その直下にラミナを交えた暗

灰黄色シルト層、にぶい黄色細砂層、褐灰色砂牒層が

あらわれた。東へ向かった落ち込む堆積から、SR-01

号旧河道とした。

SR-01号旧河道が切り込むⅣ層を調査区東端で掘り

下げた（図72)。この地点では、Ⅳ層はⅣ-①～Ⅳ-⑤

(6)00707調査６トレンチ

00707調査は34次調査の試掘調査である。その中で 〃

〃』

〃

〃
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土壌採取地点と試料NＣ

縁石 ノアノ

一 一一一一

Ⅱ－１－①層：灰オリーブ色砂質シルト土層。径･1～２mmの小磯が少量混じる。下部は床土層となってし下る。

Ｉ

28.00ｍ

ミ
ニ

趣
。
、
⑥

Ⅱ
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Ⅱ
Ⅱ

一
一
一 共

司
満

二畔
-1-,

Ⅳ一(1)

Ⅳ－①

③ブﾗﾝﾄ･オパール分析用I層：表土層（造成土層）

層から構成される。Ⅳ-③層から縄文時代後期と考え

られる条痕調整を施した深鉢の胴部破片や炭化物片が

出土し、Ⅳ-④層は土壌化が進んでいることを確認で

きた。また、Ⅳ-④層の下部には下層のⅣ-⑤層の小

塊が混じり込み、撹祥されているものと考えた。

そこで、Ⅱ層から垂直方向に試料NoL1～１２、さら

にⅣ-④層とⅣ-⑤層で試料N０１３．１４を補足試料とし

Ⅱ－１層：近世～近代の水田層と洪水層の互層堆積。
０ ２ｍ

表１８文京遺跡00707調査６トレンチ分析結果試料一覧およびプラント・オパール定量分析結果試料一覧およびプラント・オパール定量分析結果

ﾛ【

Ⅱ－１－②層：灰オリーブ色砂喋層。径１～２mmの砂喋からなる。ラミナ層が発達。
●

Ⅱ－１－③層：灰オリーブ色シルト土層。径１～２mmの小喋が混じる。

Ⅱ－．１－④層：灰色砂喋層。径１～２mmの磯が主体を占め、ラミナ層がみられる。調査区全面には広がらず、途切れながら部分的にみられる。

Ⅱ－１－⑤層：オリーブ黄色シルト層。径●1ｍほどの小磯が少量混じる。下部には鉄分の沈着層がみられる。

Ⅱ-1-⑥層：灰色砂喋層で、径２mm未満の蝶が多く混じる。ラミナが部分的にみられる。中世の三足土鍋の脚部破片が。

Ⅱ－１－⑦層は暗灰黄色シルト土層。径１～２ｍや径５mm前後の際が多く混じる。

SR…０１：埋没河川跡を埋積する土層群。

SR-1-①層：灰黄色の砂喋層。径５mmまでの磯や粗砂からなる。細かな微細砂やシルトのラミナが点々 とみられる。

SR-1-②層：トレンチ東端だけで確認。暗灰色の細砂や粗砂からなる砂層で、ラミナ層が発達。

Ⅳ層：黄色．灰色系の砂質シルトや砂層から構成され、①～⑤層に細分でき、とくにⅣ~④層は土壌層。

１V_①層：トレンチ全面に広がる明黄褐色砂質シルト層｡Ⅳ~②層と比べて若干粘性をおびる。

Ⅳ-②層：トレンチ東端と西端で確認。灰黄色～浅黄色の細砂や微細砂からなる砂層・上半部を中心としてマンガンが帯状に沈着。

Ⅳ_③層：灰色～灰黄色のシルトや微細砂のラミナが縞状に互層堆積する。Ⅳ~④層との境界付近から縄文後期の条痕調整を施す深鉢胴部の破片が出土○炭化物片が混じる。
Ⅳ_④層：淡褐色砂質土層。微細砂が主体を占める。炭化物片が多く混じる。土壌化が進むとともに、下部に堆積したⅣ-⑤層の径2.5ｍほどの小塊が混じり込み、撹祥さ

れているものと考えた｡Ⅳ-④層は北東にむかって緩やかに落ち込んでいく。

IV-⑤層：灰黄色～灰色の微細砂層。ラミナが発達。炭化物片が混じる｡

図７２文京遺跡00707調査６トレンチ中央部～東半部北壁土層断面図

て採取し分析した（表18、図73)。分析の結果、近世

～近代の水田層と洪水層の互層堆積に相当するⅡ層

からは、水田土壌を示す5,000個/ｇを超える密度のイ

ネプラント・オパールが検出されたが、Ⅳ層からは検

出されなかった。また、シイ属やクスノキ科の樹木由

来のプラント・オパールについては、全土層にわたっ

て、他の調査地点と同様の検出状況が認められた（写
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文京遺跡OO707調査６トレンチで検出された
樹木由来のプラント・オパール
(上段：クスノキ科、下段：シイ）
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図７３文京遺跡00707調査６トレンチプラント・オパール定量分析結果
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(7)３５次調査

本書に調査概要が報告されている35次調査地点は、

理学部構内の24次調査区の北側に隣接する。基本層序

Ｖ層が落ち込む凹地を流れる縄文時代後期～晩期の

SR-201号旧河道（図55,21次調査SX-400下層の砂喋

層と対応する）が出土した。その最上部に堆積したⅢ

層は、２１次調査SX-400と対応する土壌化層で、縄文

時代晩期終末の刻目凸帯文土器が出土している。た

だし、２１次調査SX-400と比べて、出土遺物は少ない。

Ⅲ-①～Ⅲ-⑥層の土層群から構成される（図55.

74)。

Ⅲ-①層：砂喋混じりの暗褐色粘質シルト土層で、

Ⅳ層のにぶい黄褐色シルト塊が混じり、

部分的には径３～５mmほどとなる。

Ⅲ-②層：砂喋混じりの黒褐色粘質シルト質土。砂

喋はⅢ-④層と比べて少ない。部分的に

にぶい黄褐色の小塊を含む部分もある

が、上層と比べると極端に少ない。

Ⅲ-③層：砂喋混じりの黒褐色砂質シルト土。Ⅲ‐
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Nｉ
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、

Ｉ層：瓦喋が混じる造成土層（表土層）

Ⅱ層：理学部敷地造成直前の水田・畠耕作土層（Ⅱ－１層）と古代～中世の水田・畠耕作土層（Ⅱ－２．Ⅱ－３層）
Ⅱ－２－①層：暗オリーブ褐色砂質土。１～３mm大の細牒が多く混じる。

Ⅱ－２－②層：暗オリーブ褐色砂質土。１～３mm大の細磯が多く混じるが、Ⅱ－２－①層より篠は少ない。しまりがあるが、粘性はない。
Ⅱ－２－③層：暗オリーブ褐色砂質土。Ⅱ-2-②層と比べて、やや黄色みが強い。１～３mm大の細喋が多く混じる。しまりがあり、粘性はない。
Ⅱ－３－①層：砂喋混じりのにぶい黄褐色砂質シルト。時として径１～３mmの粗砂・小磯が集中してみられる部分がある。下部のⅢ層の小塊がみられ、撹祥され

ているものと判断できる。下部のⅡ－３－②層を母材とする水田もしくは畠の耕作土層。SD-6はこの土層にともなう溝。
Ⅱ－３－②層：にぶい黄橿色砂質シルト。粗砂、１cm大の細喋がまばらに混じる。Ⅱ-3-③層とほぼ同質であるが、小磯が多い。ラミナがみられ、文京21次調査

SR-17の下部を構成する自然堆積層。

Ⅱ－３－③層：小喋混じりのにぶい黄授色砂質の微細砂・シルト層。薄く小さなラミナがみられる。調査区西部では粗砂が多く混じる。文京21次調査SR-17の下部
を構成する自然堆積層。

Ⅲ層：SR-201の最上部の湿地堆積物。２１次調査SX-400、２４次調査SX-28と対応する。Ⅲ‐①～Ⅲ-⑥層から構成される。
SR-201：調査区の東側から流れ、Ⅲ層および21次調査SX-400付近で北に向かって蛇行する縄文時代晩期以前の旧河道。埋土はⅣ層が再堆積したにぶい黄褐色砂を

主体とする。２１次調査SX-400下層の砂喋層および24次調査SR-56と対応する。埋土中から縄文時代後期の土器片が出土。
Ⅳ層：にぶい黄褐色のシルト～微細砂層。にぶい黄褐色シルトのⅣ－１層と、にぶい黄横色微細砂のⅣ－２層から構成される。Ｉｖ－２層は、Ⅳ－２－①．Ⅳ-2-②層か

らなり、部分的にシルト、微細砂のラミナを観察できる。Ⅳ-2-①層と比べてIv-2-②層には小磯、粗砂からなるラミナを観察できる。

図７４文京遺跡35次調査余掘り壁面±層断面図（断面位置は図54に記載）

表１９文京遺跡35次調査分析試料一覧およびプラント・オパール定量分析結果
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表１９文京遺跡35次調査分析試料一覧およびプラント・オパール定量分析結果
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１１

1２
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Ⅱ･３②b層1,.部

111.①層
(21波SX-400相当崎）

－
１

Ⅲ
⑫

Ⅲ-③層

(2ﾕ次ＳＸ･･400相当屑）
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②層と比べて、黒みがうすい。Ⅲ-④層

と比べると砂喋の混じりは少ない。粘

’性。しまりが強く、細砂を主としてｌ～

３mm大の細篠や１cm大の小篠が少量混じ

る。

Ⅲ-④層：中砂を主体とする灰黄褐色砂喋層。径２

～５cm大の小篠やｌ～２mm大の粗砂が混

じる。部分的に黒褐色砂篠混じりの砂質

シルト土が混じる。

Ⅲ-⑤層：灰黄褐色砂質シルト層。粘性、しまりが

強い。径ｌ～２mm大の細喋やｌ～２cm大

の篠が少量混じる。Ⅲ層堆積中に下部の

Ⅳ－２層が削られ再堆積した土層である。

Ⅲ-⑥層：灰黄褐色細砂層。径１mm大の粗砂やｌ～

２cm大の篠がわずかに混じる。Ⅲ-⑤層と

同じくⅣ－２層が再堆積した土層である。

以上のⅢ層の中でもⅢ-①．②層は、Ⅳ層のにぶい

黄褐色シルト塊が混じることから、撹枠されたものと

考えた。そこで、Ⅲ-①．②層に焦点をあて、余掘り

壁面の２ケ所でⅡ-3-②層からⅢ層を垂直方向に計

１０点（試料NO1～５および試料NbL6～１０)、補足的に
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Ⅲ-①．Ⅲ-②層で各１点(試料NOL１１．１２)を採取した(表

19、図75)。

分析の結果、Ⅲ-①層試料Nbk7から、イネのプラン

ト・オパールを検出した。試料汚染の原因となりえる

上層土壌の分析では、イネのプラント・オパールは検

出されていない。また、ヨシ属をはじめとする他のプ

ラント・オパールの組成を比較すると、イネが検出さ

れた土壌は垂直方向および水平方方向の他の土壌とは

異なっている｡以上から､検出されたイネのプラント・

オパールは縄文時代晩期終末のものと考える。また、

樹木由来のプラント・オパールの検出状況については、

他の地点と同様の傾向が認められた。

（８）３７次調査

本書に調査概要が報告されている37次調査地点は、

遺跡北半部の教育学部本館周辺にあたる。Ｖ区西端

で、古代のSR-31号旧河道の直下から、縄文時代後

期のSK-lOl号土壌が出土した。遺構埋土上部の①層

は、径１ｍほど砂粒が混じるにぶい黄燈色のシルト質

土。マンガンの結核が見られ全体にオレンジ色をおび

る。炭化物､焼土塊が多く混じる。埋土下部の②層は、

Ⅳ文京遺跡における縄文時代後期の稲作農耕空間の探求

7６３

６０１

試
料
番
号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

774

(単位:個／g）

図７５文京遺跡35次調査プラント・オパール定量分析結果

569５６９

7２６

５６６



径ｌ～２mmの砂操混じりのにぶい黄褐色砂質土で、部

分的にシルト質をおびる。炭化物・焼土塊の量は少な

い。

土壌中央から深鉢の胴部破片が出土し、その直下の

埋土②にあたる土壌を採取し分析を行った｡その結果、

全般的に検出量は少なく、タケ亜科の一部と樹木起源

のプラント・オパールが目立つ程度で、イネはみられ

なかった。

I層

一一〆一～.－

炭化物・焼土の集中範囲

一面'

図７６文京遺跡37次調査Ｖ区SK-101実測図

１２８．００ｍ

３文京遺跡における縄文時代後期の土地環境と稲作農耕空間

これまで報告したプラント・オパール分析に加えて、

縄文時代後期の遺構・遺物を包含する基本層序Ⅳ層に

注目し、同層の確認される182地点のデータに基づい

て、Ⅳ上面の微地形を復原する作業と、堆積層相の分

析作業を行った。

（１）Ⅳ層上面の微地形

文京遺跡の地形は、石手川によって形成された複合

扇状地のひとつにあたる。その中で、Ⅳ層は、遺跡の

ほぼ全域に広く分布し、上面の標高は25～315ｍを

測り、全般的には東から西に傾斜曇する。同層は必ずし

も同じ層相を示しているわけではなく、色調は黄褐色

や明黄褐色、にぶい黄褐色、浅黄色、にぶい黄燈色、

褐色、オリーブ褐色、暗褐色、黒褐色、灰白色を呈し、

粒径は砂や砂質土、砂質シルト、シルト、砂質～シル

トなど多様である。堆積時の微地形や供給源の違い、

堆積後の土壌化の状況、さらには地下水や上層の影響

などによって、地点によって細かな層相の違いがみら

れる。
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Ⅳ層上面の起伏は変化に富み、遺跡北東部とその他

の地域とで異なる。微高地には黄褐色を主とする地層

が堆積し、またほぼ東から西方向に流れる旧河道が確

認されている。いずれも、縄文時代後期前半以降の状

況とみられる。遺跡北東部の理学部機器分析センター

付近では、２８～31.5ｍにかけて、北西部に緩く傾斜

し、等高線はほぼ等間隔で起伏のみだれは少なく、自

然地形の状況を残している。これに対･して、遺跡西

部は標高25～29ｍであるが、等高線のみだれが顕著

である。こうした等高線の不規則な状況は、扇状地の

地形に後期を中心として人びとの居住があり、生活空、

間として利用されていたことを示している。扇状地の

緩傾斜を利用した土地利用のあり方がみられ、住居跡

や屋外炉などの遺構と、焼土塊や炭化物などの遺物が

出土することから、広範囲にわたり生活域になってい

る。

一方、微凹地に注目すると、遺跡北半部では東から

西方向に流れる旧河道①と、南東から北西方向の谷状

地形②～④が確認される。
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Ⅳ文京遺跡における縄文時代後期の稲作農耕空間の探求

れるが、その後埋積を受けて27次調査地点付近は平坦

地になったと考えられる。

ところで、Ⅳ層中からは縄文時代の土器とともに、

炭化物や焼土なども出土している。縄文土器は１２地点

で確認されているが、このうち後期の土器は７地点で

出土している。各地点の微起伏をみると、９次調査地

点と99313調査４トレンチ、２７次調査地点、３０次調査

地点はそれぞれ微高地、微高地縁辺部、平坦地、微高

地にあたる。また、１１次調査地点と18次調査Ａ区は微

高地から旧河道や谷状地形への緩傾斜･地に、２１次調査

区北東部～３５次調査区南半部は旧河道内に位置する。

また、炭化物の出土するのは３地点で、99319調査４

トレンチは微高地の縁辺部、２４次調査地点と00304調

査９トレンチは旧河道内に位置する。一方、遺跡西部

では、平坦面の広がる地域が広範に分布する。こうし

た地域は、もともとは遺跡北東部にみられるように当

初扇状地の自然地形であったが、Ⅳ層堆積後に扇状地
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旧河道①：遺跡北部の理学部から西方向に流れ、教

育学部棟や第二体育館方向に向かう規模の大きい旧河

道である。この旧河道①は、文京遺跡北側の道後樋又

遺跡２次調査で深い河道跡が確認されていることか

ら、理学部本館の西付近から北方向に分流していると

みられる。

谷状地形②：遺跡中央の課外活動第２共用施設付近

から西方向に流れる谷状地形である。

谷状地形③：同じく遺跡中央部の記念講堂付近から

西方向への流れと、南東部の総合研究棟付近から北西

方向への流れが合流して北西流する谷状地形である。

谷状地形④：遺跡南部の工学部の各棟を西方向に流

れて弓道場付近に向かう谷状地形が発達する。

以上の中で、旧河道①と谷状地形②．③の流れは、

遺跡西部の課外活動第３共用施設付近で合流して西流

する。また、谷状地形③は、以前谷状地形④に連続し

て、工学部２学科演習棟付近から分流していたとみら
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図７７文京遺跡におけるⅣ層（Ⅳ-1層）上面の地形
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た屋外炉（SF-203）が検出されている。しかも、そ

の上層のⅣ‐３ａ。ｂ層に多くの炭化物や焼土塊が混じ

ることから、Ⅳ－３ａ．ｂ層は部分的に人為的な撹枠を

受けているものと考えられる。したがって、地層Ｃ上

面は一定期間地表面となっており、上部の土壌化が進

む土層は撹祥されていることになる。また､プラント・

オパール分析では、タケ亜科とともに、ヨシ属が少量

とウシクサ族が伴出する。微高地の縁辺から谷状地形

の湿地にかけての環境を復原できる。

地層Ｃ上面は、地層Ｂの自然堆積の砂層群で埋積さ

れる。地層Ｂも、上部のシルト質土部分の土壌化はそ

れほど進んでいないが、３３次調査で地層Ｂの上面にあ

たるⅣ‐２a層上面で屋外炉（SF-201）が検出されて

いるので、地層Ｂの上面も一定期間地表面となってい

たと言える。ところが、地層Ｂでは、シルト質土部

分の下面で遺構が出土する。１１次調査では、地層Ｂの

シルト質土部分下面にあたるⅣ－２層上面でSF-01号

野外炉、下部の自然堆積の砂層群であるⅣ‐２層中面

でSF－０２．０３号野外炉が出土し、縄文時代後期の遺物

はⅣ‐ｌ層下半からⅣ－２層でもっとも多く出土する。

31次調査地点では、地層Ｂのシルト質土部分の下面に

あたるⅣ‐３ｂ層上面から土壌化した埋土をもつ遺構

が掘り込まれている。こうした地層Ｂの堆積構成は、

地層Ｂ下部の砂層群の自然堆積が休止して以後、その

上部が土壌化する過程で土層が撹祥されていることを

示す。また、プラント・オパール分析では、ヨシ属は

少ないものの、タケ亜科とともにウシクサ族が一定量

の緩傾斜今面が削平されたものと考えられる。

（２）遺跡南部におけるⅣ層の堆積構成

今回のプラント･オパール分析で特筆すべきことは、

35次調査地点で縄文時代晩期終末の刻目凸帯文土器段

階、２１次調査地点と３１．３３．３４次調査地点では縄文時

代後期のⅣ層層準よりイネが検出されたことである。

35次調査地点は旧河道内、２１次調査地点は旧河道近く

の微高地上、３１．３３次調査地点は微高地から谷状地形

への緩傾斜地、３４次調査区は谷状地形内にあたる。

また、遺跡全域で、Ⅳ層層準内では、自然堆積の砂

層群が土壌化に伴ってシルト質土に漸移的に変化する

堆積サイクルを見出せる。とくに、イネのプラント・

オパールの検出が集中する遺跡南部の３１．３４次調査に

加えて、近接する１１調査のⅢ～Ⅳ層の堆積状況をみる

と、〈自然堆積の砂層群→土壌化が進むシルト質土〉

を単位とする堆積サイクルが３回生じている。上層か

らそれぞれが堆積単位である地層Ａ～Ｃを設定できる

(図78)。

下層からみると、地層Ｃは、Ⅳ層最下部の砂喋層上

面に砂層を主体とする自然堆積層と、上部のシルト質

土部分から構成される。シルト質土部分は土壌化層で

あるが、微高地部分にあたる地点では土壌化はそれほ

ど進行していない。しかし、３１次調査地点では縁帯文

土器を包含する土壌化層（Ⅳ‐３b⑦～⑨層）が確認

されている。３３次調査地点では、土壌（SK-202）が

Ⅳ－３ａ下面で出土し、Ⅳ－３c層上面から火熱をうけ
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出土しているので、地層Ｃ上面と同じく、微高地の縁

辺から谷状地形の湿地にかけての環境を復原できる。

土層Ａは、３１次調査Ⅳ－１．２層と33次調査Ⅳ－１

層が自然堆積の砂層群であり、弥生時代～古墳時代の

遺構・遺物を包含するⅢ層が上部の土壌化層である。

１１次調査では、地層Ｂの直上にⅢ層がみられる。これ

は、１１次調査地点が、３１．３３次調査地点より比高のあ

る微高地上に位置するためと考えられる。

（３）縄文時代後期の稲作農耕空間の推定

今回、遺跡東北部の21次調査地点と遺跡南部0

31.35次調査地点で縄文時代後期のイネのプラント・

オパールを確認できたことからは、当該期イネが栽培

されていたと判断できる。３１次調査地点周辺では、Ⅳ

層層準の中でも地層Ｂで集中してイネが検出され、検

出層に一定の広がりが確認された。Ⅳ層上面の微地形

分析とⅣ層内の堆積構成の検討からは、微高地から谷

状地形の湿地への落ち際の環境を復原できる。２１次調

査地点は、Ⅳ層上面の微地形分析からみると、旧河道

近くの微高地の環境にある。したがって、イネが栽培

され、水稲として利用されていた場合には遺跡南部の

微高地から谷状地形の湿地への落ち際の環境、陸稲の

場合は遺跡北東部の微高地上の居住域とともに畠地な

どの生産域を推定できる。

また、遺跡南部の31次調査地点周辺の地層Ｂでは、

イネが検出ざれ検出層に一定の広がりが確認され、か

つ上層の地層Ａ下部の自然堆積の砂層群で旧地表面が

保存きれている。生産空間探査とその発掘を行う上で

は、まず稲作の存在を示す探査データがその発端とし

て必要であるが、実施の可否を判断する上では、当時

の地表面が保存されていることが重要である。この点

から、３１次調査地点周辺を縄文時代後期の稲作農耕空

間を明らかにできる候補地として絞り込むことができ

る。
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